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（題字 小黒千足 学長）

第363号

（平成 7 年 3月号）

企 平成 6 年度富山大学学位記授与式。 円内は1,604名の卒業生の代表として

学位記を授与する。 （平成 7 年 3月24日（鉛於： 富山市公会堂）
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平成 7 年 4月 発行

3月24日富山市公会堂において

品同寸＝． 報 第363号

平成6年度富山大学学位記授与式を盛大に挙行

＝ 合計1 ,604名が社会に巣立つ ＝

平 成6 年度富山大学学位記授与式が平 成7 年 3 月 24日 （金 ） 午前10時30分か ら 富山市公会堂 で挙行 さ れ ま し た 。 式 に

先立ち本学 フ ィルハ ー モニー 管弦楽団に よ る オ ー ケス ト ラ演奏が あ っ た の ち， 授与式 では， ま ず小黒学長か ら 学部卒業

生 1 ,414名， 大学院研究科修了生190名 ， 合計1,604名 に学位記が授与 さ れ， 引 き 続 き 学長か ら 告辞があ っ た の ち 学位記授

与式を終 了いた し ま し た 。

｜ 学位記授与式学長 告辞 （全文） ｜

学長 小 黒 千 足

ここに お ら れ る 1 ,604名 の 諸君は ， 本学所定 の 課 程 を

終 え ， 本 日 め でた く学士， あ る いは修士の学位を授与 さ

れ ま し た 。教職員一同， 心か ら 御祝 い申 し 上 げ ま す 。 ま

た， この 日 を 心待ちにし て お ら れ た， 父兄の皆様 の お 喜

びも， さ ぞか し大 き いこ と と 存 じ ま す 。

さ て ， 諸君が大学を去 る こ の時に当 っ て， 数 年前に遡っ

て 思いを致 し ま す 。ま ず， 諸 君が大学 を 志 し ， そ し て 入

学 し た 時， 大学 に 何を求め ， 大学生 と し て の生活 に 何を

期 待 し ， 最後に ど の よ う な人間 と し て卒業 し た いと 思 っ

て いた の か 、 今一度 自 ら に 問 い返し て戴 き た いと 思 いま

す 。 こ れ ら の 問 いに 正 し く答える こ と が 出 来 た な ら ば，

諸君の人生に と っ て掛 替えの な い， そ し て二度 と 戻 ら な

いこ の 数 年間 を ， 自 ら 評価す る こ と が でき ま し ょう 。 さ

ら に， こ の 自 ら に対す る 評価は， 学生時代に 留 ま る の で

は な く， こ の後もさ ら に大 き な 意味を持つ こ と に な る に

違いあ り ま せん。

諸君が 入学 し た 時点と 比較 し ま す と ， わ が国 はも と よ

り 世界の情勢 は大 き く変化 いた し ま し た 。世界を 二分 す

る 冷戦構造は 既に 崩れて お り ま し た が， 期 待さ れて いた

平和 は訪れず， 混乱は む し ろ多極化 し て き ま し た 。す な

わ ち， 対立の原因は， 民 族であ り ， 宗教であ り ， 経済で

あ り ， さ ら に は， いわ れ な き 敵が い心でもあ り ま す 。 し

か も ， そ れ ら が 複雑 に 錯綜し て お り ま す 。

こ の よ う に ， 常に流動 し， 変化す る 社会に我々 は適切

に 対 応す る 必要が あ り ま す 。特 に ， 今大学 を 去 る 諸君は
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何を 中心に据え ， ど こに精神的基盤を持つ べ き でしょう

か。 そ れ は， 今後 の 一生 を いか に生 き る かの基礎であ り ，

指 標と な る もの であ り ま す 。 私 は， この 間いに直 接答え

る の ではな く， 諸君が大学 を 出 たこと の 意義 と 価値につ

いて ， 改め て考え る こと が， 各自 が求 め る 答え にな る と

信じ て お り ま す 。

諸君が在学中に属 した学部はさ ま ざ ま であ り ， 専攻 し

た分野は個々違いま しょう 。 しか し， そ れ ら の 場で得た

もの が ， 単な る 知識あ る いは技術であ る と したな ら ば，

そ れは大学 教育 の単 な る 一面 でしか あ り ま せん。 大学 に

お いて ， 高次の知識や技術を 修得す る こと は当然であ り

ま す が， より 大切 な こと は， そ の 修得の 過程 を 通 じ て ，

真理の 探求， 真実 の 追求 の 大切 さ と ， そ れ がいか に貴重

であ る か を 体得す る こと です 。

この ， 絶え 間な く流れ動 く社会 環境の 中で， 己を 見失

わ な いため には， 常に自 ら の存 在を 確立す る 必要 があ り

ま す 。 我 々 は， 常に変わ る 社会 の 中で， 変わ ら ぬ 価値を

持つ 真理の 探求 と ， そ こに基礎を お く自 我の 確立 を ， 大

学教育 の本 質と して 教育 したと 信じ て お り ま す 。 諸君が
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大学 を去 る に当り ， あ ら ため て そ こに強い思いを致す こ

と を 希望しま す 。

さ て ， 社会 に向ける 視点を変え ま す と ， 誰しも ， 本年

はじ め に発生 した阪神大 震災に思い至 る に違いあ り ま せ

ん。 震災による 被害はま こと に悲惨で， 深く哀悼の 意を

表す る も の であ り ま す 。 しか しな がら ， そ の 時にみ ら れ

た住人の 冷静さ は世界の 絶賛す る 処 であ り ， ま た， そ の

後お こな わ れ た一 般の 救援活動 ， あ る いは， ボランテア

活動 で示さ れ た人 間性は高く評価さ れて お り ま す 。

一方 ， 最近の 凶悪犯罪の 増加， いじ め の 多 発 な ど はま

こと に残念 な こと であ り ま す 。 本来 ， ヒューマニテ イ の

発 露は， 日 常理に行わ れ る べ き もの であ る こと は言を ま

ちま せん。

少な くと も高 等教育 を 受 け た諸君が， ここに意を 注 ぎ ，

生命 を 軽視す る 風潮に怒り を 覚え ， 人間性の 溢れ る 社会

の実現の ため に力 を尽 くさ れ る こと を 心か ら 希望致しま

す 。

以上 ， 諸君が旅立つ に当 り ま して ， 思う こと の 一端 を

述べ ， はな む け の 言葉 と 致 しま す 。

己主）［！）�
（法 律 ）

O国 立学 校設置法の一部を 改正す る 法律

( 32) （平 7 . 3. 23 官 報号外第125号 ）

0国 家公務員 等共済 組 合 法の一部 を 改正す る 法律

( 51) （平 7 . 3 .  31 官 報号外第60号 ）

（政 令 ）

O児童扶養手 当法施行令の一部 を 改正す る 政令

( 59) （平 7. 3 .  17 官 報号外第49号 ）

0特 別児童扶養手当 等の 支給 に関す る 法律施行令 等の

一部 を 改正す る 政令

( 60) （平 7. 3. 17 官 報号外第49号 ）

0恩給 法等の一部 を 改正す る 法律 附則第14条 の 2 第 1

項の年金たる 給付等を定 め る 政令 の 一部を 改正す る

政 令

( 1 1 3) （平 7. 3 .  29 官報号外第58号 ）

0国家公務員 等共済 組 合 法施行令及 び国 家公務員 等共

済 組合等の一部 を 改正す る 法律 の施行に伴う 経過措

置に関す る 政令の一部 を 改正す る 政令

( 1 1 5) （平 7. 3 .  29 官 報号外第臼号 ）
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0平 成7 年度にお け る 国 家公務員 等共済組合法の年金

の 額の 改定に関す る 政令

( 1 16) （平 7 . 3 .  29 官 報号外第58号 ）

0国 家公務員等共済組合 法施行令及び国 家公務員及 び

公共企業 体職員 に係る 共済 組合 制度の統合等を 図る

ため の国 家公務員 共済 組合 法等の一部を 改正す る 法

律 附則第35条 の規定 等に基づき 行 う 負担金の 額の 調

整 等に関す る 政令 の 一部を 改正す る 政令

( 146) （平 7 . 3 .  31 官 報号外第60号 ）

（省 令 ）

O住 居手当 の支給に関す る 規 則の一部 を 改正す る 省令

（外 務 5) （平 7 . 3 .  22 官 報第1608号 ）

0学校教育 法施行規 則の一部 を 改正す る 省令

（文部 4) （平 7 . 3. 28 官 報第1612号 ）

0教育職員 免許法施行規 則の一部 を 改正す る 省令

（文部 5) （平 7 . 3 .  28 官 報第1612号 ）

0児童手 当事務費交付金の 額の算定に関す る 省令 の ー

部を 改正す る 省令

（厚生16) （平 7 . 3. 28 官 報第1612号 ）
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0国 家公務員 等共済組合法施行規 則の一部を 改正す る

省令

（大 蔵17) （平 7 . 3 .  29 官 報号外第58号）

0児童扶養手 当 法施行規 則等の一部 を改正す る 省令

（厚生21) （平 7 . 3 .  30 官 報第1614号）

0大学 共同利用機関組織運営規 則の一部 を改正す る 省
A TJ 

（文部 7 ) （平 7 . 3 .  30 官 報号外第59号）

0国立学 校に お け る 授業料そ の 他 の 費用 に関す る 省令

の一部 を改正す る 省令

（文部1 1) （平 7 . 3 .  31 官 報第161 5号）

（規 則）

0人 事院規 則 8 - 18 （採用試験 ） の一部を改正す る 人

事院規 則

（人 事院 8 - 18- 8 )  （平 7 . 3 .  3 官 報第1 596

号）

0人 事院規 則17- 0 （管理職員 等の 範囲 ） の一部 を 改

正す る 人 事院規 則

（人 事院17 - 0 - 37)  （平 7 . 3 .  24 官 報第16 1 0

号）

0人 事院規 則15- 14（職員 の 勤 務時間， 休 日及び休暇）

の 一部 を 改正す る 人 事院規 則

（人 事院1 5-14- 2) （平 7 . 3 .  28 官報第1612号）

O人 事院規 則 2 - 3 （人 事院事務総局 の 組織） の 全部

を 改正す る 人事院規 則

（人 事院 2 - 3 - 1 3) （平 7 . 3 .  31 官 報号外第

60号）

0人 事院規 則 9 - 1 （ 非常勤職員 の給与） の一部 を 改

正す る 人 事院規 則

（人 事院 9 - 1 - 12) （平 7 . 3 .  3 1  官 報号外第

60号）

0人 事院規 則 9 -17 （俸給 の 特 別調整額） の 一部 を 改

正す る 人 事院規 則

（人 事院 9 -17- 51 )  （平 7 . 3 .  31 官 報号外第

60号）

0人 事院規 則 9 30 （特 殊勤 務手当 ） の一部 を 改正す

る 人 事院規 則

（人 事院 9 - 30一部） （平 7 . 3. 31 官 報号外第

60号）

0人 事院規 則19 - 0 （職員 の 育 児休業等） の 一部 を 改

正す る 人 事院規 則

（人 事院19- 0 - 1 ) . （平 7 . 3 .  31 官 報号外第

60号）
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0人 事院規 則 9 - 2 （俸給表 の適用 範囲） の一部 を 改

正す る 人 事院規 則

（人 事院 9- 2 - 22) （平 7 . 3 .  31 官 報第161 5

号）

0人 事院規 則 9 -42 （指定職俸給表 の 適用 を 受 け る

職員 の 俸給月 額） の一部を改正す る 人 事院規 則

（人 事院 9 -42- 8 )  （平 7 . 3 .  31 官 報第16 1 5

号 ）

0人 事院規 則 9 - 57 （教職調整額の支給方 法等） の ー

部 を 改正す る 人 事院規 則

（人 事院 9 - 57 -12) （平 7 . 3 .  31 官 報第161 5

号）

0人 事院規 則 9 -82 （俸給の半 減） の一部 を 改正す る

人事院規 則

（人 事院 9 - 82- 1 )  （平 7 . 3 .  31 官 報第16日

号）

0人 事院規 tlIJlO- 4 （職員の 保 健及 び安全保持 ） の ー

部を改正す る 人 事院規 則

（人 事院10- 4 - 3 )  （平 7 . 3 .  31 官 報第161 5

号）

（告 示）
O平 成7 年度民間学術研究機関補助金交付申 請書及 び

添付書類 の 提出期限 を定 め る 件

（文部21) （平 7 . 3 .  1 官 報第1 594号）

0平 成7 年度大学入学資格検定の施行期 日 等を 告示

（文部 34) （平 7 . 3 .  20 官 報第1607号）

0学校法人 の 寄 附行 為及 び寄 附行 為変更の認可に関す

る 審査基準の一部を改正す る 件

（文部42) （平 7 . 3 .  29 官 報第161 3号）

O学校給 食実施基準の一部を改正す る 件

（文部43) （平 7 . 3 .  29 官 報第1613号 ）
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富山大学に勤務する職員の勤務を要しない日等に関する規則の一部改正

富山大学に勤務する職員の勤務を要 しない日等に関する規則の改正理由

1 一般職の職員の勤 務時間， 休暇等に関す る 法律 （平 成6 年 法律 第33号） の施行に よ り ， 職員の勤 務時間， 休 日

及 び休暇に関す る 事項が定め ら れ た こ と に 伴い， 所要事項を改め る 。

2 文部 省に 勤 務す る 職員 の勤 務時間， 休暇等に関す る 規程 （平 成6 年文部 省訓令第33号） と の整合性を 図る ため，

週休 日 及び勤 務時間帯の指定 等を 当 該部局長か ら学長 に改め る 。

富山大学に勤 務す る 職員 の 勤 務を要 し な い日 等に関す る 規 則の 一部を改正す る 規 則を次の と お り 制定す る 。

平 成6 年 9 月 l日

富山大学に勤務する職員の勤務を要 しない目等

に関する規則の一部を改正する規則

富山大学に勤 務す る 職員 の勤 務を要 し な い日 等に 関 す

る規 則 （平 成4年 5 月 1 日 制定） の一部 を 次の よ う に 改

正す る 。

題名 を次 の よ う に改 め る 。

富 山大学に勤 務す る 職員の勤 務時間 等に関す る 規 則

第 1 条を次の よ う に改 め る 。

（趣 旨）

第 1 条 富山大学に勤 務す る職員 （ 以下 「職員」 と いう 。 ）

の勤 務時間， 休暇等に つ いて は， 一般職の職員 の 勤 務

時間， 休暇等に関す る 法律 （平 成6 年 法律第33号 。 以

下 「勤 務時 間 法」 と いう 。 ） ， 人事院規 則1 5 - 14 （職

員 の 勤 務時間， 休 日 及 び休暇 ） （ 以下 「規 則1 5 - 14」

と いう 。 ） ， 人事院規 則15- 1 5 （ 非常勤職 員 の 勤 務時

間及 び休暇） （以下「規 則1 5-1 5」 と いう 。 ） ， 文部

省に 勤 務す る 職 員 の 勤 務時間， 休暇等に 関 す る 規程

（平 成6 年文部 省訓令第33号 ） 等 （ 以下 「法令等 」と

いう 。 ） の定 め に よ る ほ か ， こ の規 則の定め る と こ ろ

に よ る 。

第2 条を 削り ， 第3 条の 前の 見出 しを 「 （週休日 及び

勤 務時間等） 」に改 め ， 同条中 「勤 務を要 し な い日 」 を

「週休 日 」 に 「， 勤 務時 間 」 を 「， 勤 務時 間 の 割振 り 」

に 改 め ， 同条を第2 条 と す る 。

第4条中 「勤 務を要 しな い日 Jを 「週休 日 」 に 改 め ，

- 6 ー

富山大学長 小 黒 千 足

「， 勤 務を要 し な い日 」 を 「， 週休 日 」 に 改 め ， 「， 当 該

部局長」 を 「， 学長」 に 改 め ， 同条を第 3 条 と す る 。

第 5 条中 「， あ ら か じ め勤 務を要 し な い日 及び勤 務時

間の 割振り 等の基準 に つ いて学長 の承認を得 た場合 に 限

り ， 当 該部局長」 を 「， 学長」 に 改 め ， 「勤 務を要 しな

い日 」 を 「週休 日 」 に 改 め ， 同条 を第4条 と す る 。

第6 条中「， 第 3 条文は第4条」 を 「， 第 2 条 又 は 第

3 条」 に改め， 「， 当 該部 局 長 」 を 「， 学長」 に 改 め ，

「勤 務を要 し な い臼」 を 「週休 日 」 に 改 め ， 「， 第 3 条」

を 「， 第2 条」 に改め， 「， 第4条」 を 「， 第 3 条 」 に

改め， 同条 を第 5 条 と す る 。

第7 条 を次 の よ う に改 め ， 同条を第6 条 と す る 。

（週休 日 の 振替等）

第6 条 勤 務時 間 法第8 条 に規定す る 週休 日 の 振替又 は

半 日 勤 務時間の 割振 り 変更 （ 以下 「 週休 日 の 振替等」

と いう 。 ） に つ いて は， 学長が こ れ を行 う も の と す る 。

た だ し ， 週休 日 の 振替等を行 う 際 に は， 職員 の 勤 務時

間， 休 日 及 び休暇の運用 に つ いて （平 成6 年 7 月 27 日

付 け職職 328 人 事院事 務総長 通知 ） 第 4 第 6 項に定

め る 事項を 当 該職員 に 通知す る も の と す る 。

第6 条 の 次 に 次 の 1 条を 加 える 。

（休日 の代休日 の指定）

第7 条 勤 務時間 法第1 5条第 1 項に規定す る 代休 日 の 指

定 は， 学長が こ れ を行 う も の と す る 。

第8 条中 「第4条及び第 5 条」 を 「第 3 条及び第4条」

に 改 め る 。
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第9 条中 「人事院規 則15- 1 （職員 の 勤 務時 間 等の 基

準） 第7 条第4 項」 を 「規 則15- 14第6 条 第 2 項 」 に 改

め ， 同条 の 次 に 次 の 2 条を 加え る 。

（休暇の 意認）

第10条 年次休暇， 病 気休暇， 特 別休暇 （次 項 に 掲げ る

もの を除く。 ） 及 び介護休暇の承認 は， 学長 が 行 う も

の と す る 。

2 規 則15- 14第22条第5 号及 び第6 号 の 申 出並びに 第

27条第 3 項の 届出 は， 学長 に対 し て 行 う もの と す る 。

（ 非常勤職員 の 勤 務時間及び休暇）

第1 1条 勤 務時間法第23条 に規定す る 非常勤職員 の 勤 務

時 間及 び休暇 に つ い て は， 規則15- 15お よ び関係法令

の 定 め る と こ ろに よ る もの と し ， 休暇の承認 （ 申 出 又

は 届出 に よ る 休暇を含む。 ） に つ い て は， 学長 が 行 う

もの と す る 。

報 第363号

別表 2 中 「当 該部局長」 を 「学長」 に 改 め る 。

別表 3 中「勤 務を要 し な い 日 」 を 「週休 日 」 に 改 め ，

「当 該部局長」 を 「学長」 に改め る 。

附 則

1 こ の規 則は， 平 成6 年 9 月 1 日 か ら 施行す る 。

2 こ の規 則の施行の際現に改正前 の規 則 （以下 「 旧規

則」 と い う 。 ） 第 3 条か ら 第6 条 ま での規定 に 基づき

定 め ら れ た 勤 務を要 し な い 日 及び勤 務時間 の 割振り 等

は， そ れぞれ第 3 条か ら 第 6 条 ま での規 定 に基づき 定

め ら れたもの と み な す 。

3 こ の規 則の施行の際現に 旧規則第7 条 に基づき定 め

ら れた勤 務を要 し な い 日 及 び勤 務時間 の 割振 り 等は，

そ れぞ れ第 7 条 の規定に基づき 定め ら れたもの と み な

す 。

富山大学文書決裁規則の一部改正

富山大学文書決裁規則の改正理由ー

一般職の職員 の 勤 務時間， 休暇等に関す る 法 律 （平 成6 年法 律 第33号） の施行 に よ り ， 富山大学に勤 務す る 職員

の勤 務を要 し な い 日 等に関す る 規 則が一部改正 さ れた こ と に 伴い， 所要事 項 を改め る 。

富 山大学文書決 裁規 則の一部 を改正す る 規 則を次の と お り 制定す る 。

平 成6 年 9 月 1 日

富山大学文書決裁規則の一部を改正する規則

富 山大学文 書 決 裁規 則 （昭和48年12月 21 日 制定） の 一

部 を 次の よ う に 改正す る 。

別表第 2 （各課 及 び企画室共通事 項 ） の 項中第 1 号 を

次 の よ う に改 め る 。

1 職員の週休日の指定及び振替 ｜ 学 長 ｜ 主管部長
並びに半日勤務時間の割振り変 ｜ ｜ 学生 部 次長
更 ｜ ｜ 施設課長

第9 号 を第1 0号 と し ， 第2 号か ら 第8 号 ま でを 1 号ず

つ繰 り 下 げ， 第 1 号 の 次 に 次 の 1 号を 加え る 。

2 休吋休閑定 ｜ 学 長 ｜ 主管部 長
学生部 次長
施設課長

富山大学長 小 黒 千 足

同表 （保 健管理 セ ン タ 一関係） の 項 中第 1 号を 次 の よ

う に改 め る 。

1 職員の週休日の指定及び振替 ｜ 学 長 ｜ 保健管理セ
並びに半日勤務時間の割振り変 ｜ ｜ ンタ一所長
更

第9 号を第10号 と し， 第2 号か ら 第8 号ま でを 1 号 ず

つ繰 り 下 げ， 第 1 号 の 次 に 次 の l 号を 加え る 。

2 休日の代休日の指定 学 長 ｜ 保健管理セ
｜ ンタ一所長

同表 （学部， 附属 図書館関係） の 項 中第 1 号 を 次 の よ

う に改 め る 。

1 職員（附属学校教員を除く。） ｜ 学 長 ｜ 学 部 長
の週休日の指定及び振替並びに
半日勤務時間の割振り変更

附属図書館
長

-7一
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第25号 を第27号 と し ， 第 4 号か ら 第24号 ま でを 2 号ず

つ繰 り 下 げ， 第3 号 を 次 の よ う に改め， 同号を第 4 号 と

す る 。

4 附属学校教員の週休日の指定 ｜ 学 長 ｜ 附属学校長
及び振替並びに半日勤務時間の
割振り変更
第4 号 の 次 に 次 の 1 号を加 える 。

5 F付属学校教員の休日の代休日 ｜ 学 長 ｜ 附属学校長
の指定 ｜ ｜ 

第2 号を第3 号 と し ， 第 1 号の次 に 次の 1 号を加える 。

2 職員（附属学校教員を除く。） ｜ 学 長 ｜ 学 部 長
の休日の代休日の指定 ｜ ｜ 附属図書館

｜ ｜ 長
同表 （水素同位体機能研究セ ン タ 一関係） の 項中第 1

号 を 次の よ う に改 め る 。

1 職員の週休日の指定及び振替｜学 長｜水素同位体
並びに半日勤務時間の割振り変
更

機能研究セ
ンター長

報 第363号

第10号を第11号と し ， 第2 号か ら 第9 号 ま でを 1 号ず

つ繰 り 下 げ， 第 l 号 の 次 に 次 の 1 号を 加 える 。

2 休日の代休日の指定 ｜ 学 長 ｜ 水素同位体
機能研究セ
ンター長

同表 （地域共同研究セ ン タ ー関係） の 項中第 1 号 を 次

の よ う に改 め る 。

1 職員の週休日の指定及び振替 ｜ 学 長 ｜ 地域共同研
並びに半日勤務時間の割振り変 ｜ ｜ 究センター

更 ｜ ｜ ：長
第10号 を 第1 1号 とし ， 第 2 号か ら 第9 号ま でを 1 号ず

つ繰 り 下 げ， 第l 号 の 次 に 次 の 1 号を加 える 。

2 休日の代休日の指定 研
一

同
タ

共
ン

域
セ

地
究
長

長学

附 則

この規則 は， 平成 6 年 9 月 1 日 か ら 施行す る 。

富山大学当直規則の一部改正

－ 富山大学当直規則の改正理由 ……………一一一一一一一……………一一一一一 一ー

一般職の職員の勤務 時間， 休暇等に関す る 法律 （平成 6年法律第33号） の施行に よ り ， 関係人事院規則が整備 さ

れ た こ とに 伴い， 所要事項を改め る 。 ； 

富山大学当 直規則 の 一部 を改正す る 規則 を 次 の とお り 制定す る 。

平成 6年 9 月 1 日

富山大学当直規則の一部を改正する規則

富山大学当直規則 （昭和39年 2 月 15日 制定 ） の 一部 を

次 の よ う に 改正す る 。

第l条中 「， 人事院規則 15- 9 第2 条及 び第 3 条 」 を

「， 人事院規則 15 14第13条 第 1 項第 1 号及 び第 2 項」

に 改 め る 。

富山大学長 小 黒 千 足

附 則

この規則 は， 平成 6 年 9 月 1 日 か ら 施行す る 。

-8-
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富山大学教育学部規則の一部改正

富山大学教育学部規則の改正理由 －－

履修方 法の 弾力化及 び教育内容の充実 を 図 る ため， 所要事 項 を改め る 。

第363号

一ー一ー ー－ ·-- ... ... ... －－ーー ・ー ーーー ー一一・ ーーーー ーーーー 一一一一 一一一一一 一ー一ー一一一一ー一一－一 一ーーー ーーー ‘ーーー ーーーー.....ー......ーーーーーーー一一ーーーー一ー・ー・ーーーーーーーーーーーーーー一一一一一’一ーー’ー’一ーーー............. ・・ーー一一ーー・ー ・ーーーー・ーーー一一一・ー－ー一一ーーーー ーーーーーーーー－ーーーーー・ー ー－－－ －－－ーー・・.....ー・一一・ー

富山大学教育学部規 則の一部 を 改正す る 規 則を 次 の と お り 制定す る 。

平成 7 年 3 月 17 日

富山大学教育学部規則の一部を改正する規則

富山大学 教育 学部規 則 （昭和27年 4 月 18 日 制定 ） の 一

部 を次 の よ う に 改正す る 。

別表m c ロ ） 専攻 教科中， 社会専攻の 表 を次 の よ う に

改 め る 。

社 � 

�注P£． 専 門
開 小 学 校

設 教 員 養 共通
科 科 目 授 業 科 目

単 成 課 程
目 区分等

位 必 選 必修

B 本 史 学概 論 2 2 2 

日 本 史 学 各論I 2 2 

日 本 史 学 各論 E 2 2 

社
日 本 史 日 本 史 学演 習 4 4 

東 洋 史 学 2 2 2 

及 び 西 洋 史 学概 論 2 2 2 

西 洋史学 各 論I 2 2 

� 
外 国 史 西 洋 史 学 各 論 E 2 2 

西 洋 史学演 習 4 

史 学 概 要 2 

考 古 学 2 

科
地 理 学 総 論 I 2 2 

地 理 学 総 論 E 2 2 

地 雪.. 士c.' 寸A 主zん－ I 4 2 

地 誌 学 II 4 

人 文 地 理 学 各論 I 2 
教

人 文 地 理 学 各論H 2 

地 理 学 人 文 地 理 学 各論E 2 

人 文 地 理 学 各論W 2 

自然 地 理 学 各論 I 2 
育

自然 地 理 学 各論 E 2 

地理学漬習I （巡検を含む。） 5 

地理学演習II （巡検を含む。） 5 

地 図 寸Aιみ 2 

富山大学長 小 黒 千 足

専 攻

中 学 校 教 員 養 成 課 程 養護学校教
員養成課程

歴 史 地 理 法律・社会・経済
第二類

必 選 必 選 必 選 必 選

2 

2 2 2 2 

2 2 2 2 

*2 2 4 4 

2 2 

2 

2 2 2 2 

2 2 2 2 
*2 2 4 4 

2 2 2 2 

2 2 2 

2 

2 2 

2 2 2 2 

2 2 2 2 4 2 

2 2 2 2 

2 2 2 2 2 

2 2 2 

2 2 2 

2 2 2 2 

2 2 2 

5 *3 2 5 

5 *3 2 5 
2 2 2 

-9-
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法学概論（国際法を含むc)
法 律 学 ， 憲 法

法 律 学 各 論

政 治 学 法 律 学 演 習

政治学（国際政治を含むc)
社 会 学 概 論 I

社 会 学 概 論 E

社
社 会 学 各 論 I

社 会 学 各 論 E

社 会 学 ，
社 会 学 各 論 E

社 会 学 演 習

よZ』王 経 済 学
経済原論I（国際経済を含む。）

経 済 原 論 E

車圭 済 政 策
経 済 史

科
国 民 所 得 論

経 済 学 演 習

哲 学

哲 学 各 論 I 

事文 哲 学 ，
哲 学 各 論 11 

哲 寸,>.ll与． 演 習
倫理 学 ，

倫 理 ；寸也a一－ 

宗 教 学 ，
宗 教 学

心 理 学
心 理 学 概 論

育
社 会 心 理 学

認 知 心 理 学

社会科教育演習（地理・歴史）

社 会 科 社会科教育演習（公 民）

教 育 社会科特別講義（地理・歴史）

社会科特別講義（公 民）

基本科目 基 本 ネ土 4,. 』
特設 科目

計

特 }jlj 研 qプhL 

2 

2 

2 

4 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

4 

2 

2 

2 

2 

2 

4 

2 

2 

2 

4 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

4 

4 

2 

136 

声同-r 

2 

2 

2 

2 

2 4 

2 

2 

12 

12 

報

2 

2 

2 

2 

2 

22 10 2 

40 

必 ｛彦

2 2 

2 2 

4 4 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

4 4 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

4 4 

2 2 

2 2 

4 4 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

2 2 

4 4 

4 4 

6 10 3 5 

込犠lを
含仏

（ ＋共通必修22)

40 

10 単 位

備考 教科教育法 は ， 別表11 （ ロ ） ， 基本科目 は ， 別表m cイ ） に一覧で示す。
＊ いずれか 1 科目 （ 2 単位） を修得す る も の と す る 。
大 いずれか 1 科 目 （ 2 単位） を修得す る も の と す る 。
安 いずれか 1 科目 （ 2単位） を修得す る も の と す る 。

第363号

2 

2 

• 2  

大 2 2 

2 

2 

2 

• 2  

2 

2 

大 2 2 

2 

2 

2 

• 2  

2 

大 2 2 

2 

2 

2 

4 

2 

女 2

2 

2 

2 

2 

2 

4 

4 

8 4 6 18 

（ ＋共通必修22)

40 

専攻科目は 心理学概論 ， 社会心理学， 認知心理学以外の授業科 目 か ら修得す る も の と す る 。

附 則
こ の規則 は ， 平成 7 年 4 月 1 日 か ら施行す る 。

10 -

2 

2 

2 

2 

6 

24 
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富山大学大学院理学研究科規則の一部改正

－ 富山大学大学院理学研究科規則の改正理由 …………

理学研究科化学専攻 の教育内容の 充実を図 る た め， 所要事項を 改 め る 。

富山大学大学院理学研究科規則 の一部を改正す る規則を次の と お り 制定す る 。

平成 7 年 3 月 17 日

富山大学大学院理学研究科規則の一部を改正する規則

富山大学大学院理学研究科規則 （昭和53年 4 月 1 日 制

定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正す る 。

別表化学専攻 の 項中 「｜表 面化学I 2 I」を 「 ｜表 面

化学I4 I」 に ， 「 ｜核化 学 I 2 I 」 を 「｜核化学 ｜

4 I」に 改 め る 。

富山大学長 小 黒 干 足

附 則

こ の規則 は， 平成 7 年 4 月 1 日 から 施行す る 。

富山大学研究生規則の制定

－ 富山大学研究生規則の制定理由 一一

富山大学学則第59条及 び富山大学大学院学則第40条の規定 に 基づ き ， 本学の研究生に関 し 必要 な事項を定め る 。

富山大学研究 生規則 を 次 の とお り 制定す る 。

平成 7 年 3 月 17日

富山大学研究生規則

（趣 旨）

第 1 条 こ の 規則 は， 富山大学学則第59条及 び富 山大学

大学院学則第40条の規定 に基づ き ， 富山大学の学部又

は大学院に お い て受け入れ る 研究生 に 関 し 必要 な 事 項

を定め る 。

（入学資格）

第 2 条 学部 の 研究生 と し て入学 でき る 者 は， 学士 の 学

位を有す る 者又 は こ れ と 同等以上の学力があ る と 認 め

ら れ た者 と す る 。

2 大学院の研究生 と し て入学でき る 者 は， 修士の学位

富山大学長 小 黒 千 足

を有す る 者文 は こ れ と 同等以上の学力があ る と 認め ら

れ た者 と す る 。

（出願手続）

第 3 条 研究生 と し て入学 を 志願す る 者 は， 入学願書そ

の他必要 な書類 に 検定料を 添え， 志望す る 学部文 は研

究科の長 （以下 「学部長等」 とい う 。 ） に 願 い 出 な け

れ ばな ら な い 。

2 入学願書の受付期 間 は ， 各学部 又は各研究科 （ 以下

「各学部等 」と い う 。 ） に お い て定 め る 。

（入学者 の選考）

第 4 条 研究生 と し て入学 を 志願す る 者 に対 し て は， 教

授会文 は研究科委員会 （以下 「教授会等J と い う 。 ）

-11 -
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に お い て選考を行 う 。

2 前項の選考 に よ る 合格者の 決定 は ， 教授会等 の 議 を

経 て ， 学部長等が行 う 。

（入学手続及 び入学 許可）

第 5 条 学部長等 は ， 前条 の選考 の 結果 に 基づ き 合格 の

通知を受 け た者 で ， 指定の期 日 ま で に ， 各学部等 に お

い て 定 め る 書類 を 提出 す る とと も に ， 入学料を納 付 し

た者に入学を 許可す る 。

（入学時期 ）

第 6 条 研究生の入学の 時期 は ， 学年の 始め とす る 。 た

だし特別 の 理由 が ある 場 合は ， こ の限 り で な い 。

（研究期間 ）

第 7 条 研究生の研究期 聞は ， 1 年 以内 とす る 。 ただ し

研究期間の 延長 を 願 い 出 た場合 は ， 通算 し て 2 年 の 範

囲 内 で 許可す る こ とが で き る 。

（退 学）

第 8 条 研究生が， 研究期間終了前に退学 し よ う とす る

とき は ， そ の事 由 を 付 し て学部長等に願 い 出 な け れ ば

な ら な い 。

（除 籍 ）

第 9 条 研究生とし て不適当 と認め ら れ る者につ いては，

教授会等 の議を経て ， 学部長等が除籍す る 。

報 第363号

（授業料等）

第 10条 研究生の検定料， 入学料及 び授業料の 額は ， 国

立学校 に お け る 授業料そ の他 の費用 に関す る 省令 （昭

和36年 文部 省令第 9 号） に係 る 通達に定 め る 額と同 額

とす る 。

2 研究生の授業料 は ， そ れ ぞれ の在学予定期間に 応じ，

3 月 分又 は 6 月 分に相当 す る 額を 当 該期間 に お け る 当

初の月 に納付し な け ればな ら な い 。 た だ し ， 在学予定

期 聞が 3 月 未満文 は 6 月 未満 で あ る とき は ， そ の 期 間

分 に 相 当 す る 額を 当 該期 間 に お け る 当 初の 月 に 納 付 し

な け れ ばな ら な い 。

（そ の他）

第 1 1条 こ の規則に定め る も の の ほ か， 研究生に つ い て

必要な事項は ， 各学部等に お い て定 め る 。

附 則

こ の規則 は ， 平成 7 年 4 月 1 白か ら 施行す る 。

富山大学科目等履修生及び聴講生規則の制定

富山大学科目等履修生及び聴講生規則の制定理由 一

富 山大学学則第59条及 び富山大学大学院学則第40条 の規定 に 基づ、き ， 本学の 科 目 等 履修生及び 聴講生 に 関 し 必要

な 事項を定 め る 。

富 山大学科 目 等 履修生及 び 聴講生規則 を 次 の とお り 制定す る 。

平成 7 年 3 月 17 日

富山大学科目等雇修生及び聴講生規則

（ 趣 旨）

第1条 この規則 は ， 富山大学学則第 四条及び富 山大学

大学院学則第40条の規定に基づ吉， 富 山 大学の学部又

は大学院 にお い て 受け 入れ る 科 目等 履修生及 び 聴講生

に 関 し 立、要な事項を 定 め る 。

-12 ー

富山大学長 小 黒 千 足

（入学資格）

第 2 条 学部 の 科 目 等 履修生又 は 聴講生とし て入学で き

る 者 は ， 高等学校を卒業 し た者又 は こ れ と同等以上 の

学力がある と認め ら れた 者 とす る 。

2 大学院の修 士課 程又 は博士前期 課 程の科目等 履修生

又は 聴講生とし て入学で き る 者 は ， 学士の 学 位を 有 す

る 者又 は こ れ と同等以上の学力 が あ る と認め ら れ た 者

とす る 。
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3 大学院の博 士後期課程の科 目 等 履修生文 は 聴講生 と

し て入学 でき る 者 は， 修 士の 学 位を有す る 者又 は こ れ

と 同等 以上 の 学力 が あ る と 認め ら れ た者 と す る 。

（出願手続 ）

第 3 条 科 目 等 履修生文 は 聴講生 と し て入学を 志願す る

者 は ， 入学願書 そ の他 必要な書類に検定料 を 添え， 志

望す る学部又 は研究科の長 （ 以下 「学部長等」 と い う 。 ）

に願 い 出 な け れ ばな ら な い 。

2 入学願書の受付期 聞は， 各学部又は各研究科 （ 以下

「各学部等」 と い う 。 ） に お い て定 め る 。

（入学者の選考）
第 4 条 科 目 等 履修生又 は 聴講生 と し て入学を 志願す る

者 に 対 し て は， 教授会文 は研究科委員会 （ 以下 「教授

会等」と い う 。 ） に お い て選考を行 う 。

2 前項の選考 に よ る 合格者の決定 は， 教授会等の 議 を

経て ， 学部長等が行 う 。

（入学手続及び入学 許可）

第 5 条 学部長等 は， 前条の選考の結果に基づ き 合格 の

通知 を受 け た者 で， 指定の期 日 ま でに ， 各学部 等 に お

い て 定 め る 書類 を 提出 す る と と も に， 入学料を納 付 し

た者 に入学を 許可す る 。

（入学時期 ）

第 6 条 科 目 等 履修生及 び 聴講生 の入学の 時期 は， 学期

の 始 め と す る 。 た だ し ， 特別の理由 が あ る 場合 は ， こ

の 限り でな い 。

（ 履修期間 ）

第 7 条 科 目 等 履修生及 び 聴講生のー授業科 目 の 履修期

聞は， 1 学期文 は 1 年 と す る 。 た だ し ， 授業科 目 に よ

り 特別 な 履修期 聞が定 め ら れて い る 場合 は， 当 該期 間

と す る 。

（ 履修科 目 等 〉

第 8 条 科 目 等 履修生 と し て 1 学期 に 履修 でき る 科 目 及

び単 位数並び に 聴講生 と し て 1 学期 に 聴講でき る 科 目

に つ い て は， 各学部等に お い て定 め る 。

報 第363号

（単位の授与 ）

第 9 条 科 目 等 履修生 と し て授業科 目 を 履修 し ， 当 該授

業科 目 の試験 に 合格 し た者 に は， 所定の単位を与える 。

2 前項に よ り 授与 さ れ た単位に つ い て は， 本人 か ら 願

い 出が あ っ た と き は， 単位修得 証明書を交付す る 。

（退 学）

第 10条 科 目 等 履修生及 び 聴講生が退学 し よ う と す る と

き は， そ の事 由 を 付 し て学部長等に願い 出 な け れ ばな

ら な い 。

（除 籍 ）

第 11条 科目等 履修生及 び 聴講生 と し て不適当 と 認 め ら

れ る 者 に つ い て は， 教授会等の議を経て ， 学部長 等 が

除籍す る 。

（授業料等）

第12条 科 目 等 履修生及 び聴講生の検定料， 入学料及 び

授業料 の 額は， 国 立学校に お け る 授業料そ の 他 の 費用

に 関す る 省令 （ 昭 和36年 文部 省令第 9 号） に 係 る 通達

に 定 め る 額と 同 額と す る 。

2 科 目 等 履修生及び 聴講生の授業料 は， 前学期文 は 後

学期 に 雇修文 は 聴講す る 授業科 目 の 単 位数に相当す る

額を， 当 該学期 の 当 初の 月 に納付し な ければな ら な い。

（そ の他）

第13条 こ の規則 に 定 め る も の の ほ か， 科 目 等 履修生及

び 聴講生に つ い て 必要 な 事項は， 各学部等 に お い て定

め る 。

附 則

1 こ の規則 は， 平成 7 年 4 月 1 日 か ら施行す る 。

2 こ の規則 の規定 に かかわ ら ず， 教員の 免 許状 取得 の

た め 聴講す る 聴講生に対 し て ， 単 位を 与 える こ と が で

き る 。

- 13 -
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富山大学外国人留学生規則の制定

ー 富山大学外国人留学生規則の制定理由 ー…

富 山大学学則第59条及 び富山大学大学院学則第40条 の規定に基づ き ， 本学の 外国人留学生 に 関 レ必要な 事項を 定

め る 。

富山大学外国人留学生規則 を 次の と お り 制定す る 。

平成 7 年3月17日

富山大学外国人留学生規則

（ 趣 旨）

第 1 条 こ の規則 は， 富山大学学則 （以下「学 則 」と い

う 。 ） 第 四条及 び富山大学大学院学則 （以下「大学院

学則」 と い う 。 ） 第40条 の規定 に基づ き ， 外国人留学

生 に 関 し ，Jど、要 な 事項を定 め る 。

（区 分 ）

第 2 条 外国人留学生 の 区分 は， 次 の と お り と す る 。

(1 ) 学部及 び大学院の 学生

(2) 学部及 び大学院の 研究生

(3) 学部及 び大学院 の 科 目 等 履修生

(4) 学部及 び大学院の 聴講生

(5) 学部及 び大学院の特別 聴講学生

(6) 特別研究学生

（入学資格）

第 3 条 外国人留学生 と し て入学す る こ と がで き る者は，

学則， 大学院学則， 富 山大学研究生規則， 富 山 大学科

目 等 履修生及 び 聴講生規則 に定め る そ れ ぞれの入学 資

格 を 有す る 者 と す る 。

（入学時期 ）

第 4条 外国人留学生の 入学 の 時期 は， 次 の 各号 に 定 め

る と ころに よ る 。

(1) 第 2 条第 l 号の場合は， 学年の 始め と す る 。 た だ

し ， 学部 の学生 の 再入学， 編入学及 び転入学 に つ い

て は， 学期 の 始め と す る こ と がで き る 。

(2) 第 2 条第 2 号 の場合 は ， 学年の 始め と す る 。 た だ

し， 特別の理由 が あ る 場合 は， この 限 り で ない 。

(3) 第 2 条第 3 号及 び第 4 号の場合 は， 学期 の 始め と

す る 。 た だし特別 の理 由 が あ る 場合 は， この 限 り

で な し、。
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富山大学長 小 黒 千 足

（入学の 出願 ）

第 5 条 外国人留学生 と して入学を 志願す る 者 は， 次 の

各号に 掲げ る 書類 に 検定料を 添えて願い 出な け れ ばな

ら な い 。

(1) 入学願書

(2 ）最終 出身学校の卒業 （修了 ） 証明書 （見込証明書

を 含む 。 ）

(3) 健康診断書

(4 ）現 に 日 本 に居住 して い る 者 は， 外国人登録済 証明

書

(5) そ の他各学部 文は各研究科 （ 以下「各学部等」と

い う 。 ） に お い て 必要 と 認め る 書類

（入学者の選考）

第 6 条 入学を 志望す る 者 に つ い て は， 選考を行 う も の

と し ， 選考の方法 は， 各学部等 に お い て別 に定 め る と

こ ろに よ る 。

2 前項の選考 に よ る 合格者の決定 は， 教授会又 は研究

科委員会の議を経て， 学部及 び大学院の学生 に あ っ て

は学長が， 学部の研究生， 科 目 等 履修生及び 聴講生 に

あ っ て は学部長が， 大学院の研究生， 科 目 等 履修生及

び 聴講生に あ っ て は研究科長が行 う 。

（入学手続及 び入学 許可）

第 7 条 前条の選考結果 に 基づ き 合格 の 通知 を受 け た 者

で， 指定 の期 日 ま で に ， 各学部等 に お い て定 め る 書類

を 提出す る と と も に ， 入学料 を 納 付 し た 者 に つ い て ，

学部及 び大学院の学生 に あ っ て は学長が ， 学部の 研究

生， 科 目 等 雇修生及び 聴講生 に あ っ て は学部長が， 大

学院の研究生， 科 目 等 履修生及 び 聴講生 に あ って は研

究科長が入学を 許可す る 。

（授業料等）

第 8 条 学部及 び大学院の 学生に係 る 検定料， 入学料及
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び授業料 の 額並び に そ の 徴収方法は， 国 立学校 に お け

る 授業料 そ の 他の 費用 に関す る 省令 （昭和36年 文部 省

令第 9 号） の 定め る と こ ろに よ る 。

2 研究生， 科 目 等 履修生及び 聴講生の検定料， 入学料

及 び授業料の 額は， 国 立学校に お け る 授業料そ の 他 の

費用 に 関す る 省令 （昭和36年 文部 省令第 9 号） に 係 る

通達に定め る 額と 同 額と す る 。

3 第 5 条， 第 7 条及 び前 2 項の規定 に かかわ ら ず， 国

費外国人留学生制度実施要項 （昭和29年 3 月 3 1 日 文部

大 臣裁定） に 基づき 入学す る 者及 び大学間交流協定 に

基づく外国人留学生に対す る 授業料等の不 徴収実施要

項 （平成 3 年 4 月 1 1 日 文部 省学術国際局長 裁定 ） に 該

当 す る 交流協定に 基づ き 入学す る 者 に つ い て は ， 検定

料， 入学料及 び授業料を 徴収 し な い 。

報 第363号

（ 特別 聴講学生及 び 特別研究学生）

第 9 条 特別聴講学生及び 特別研究学生 に つ い て は， 富

山大学学生交流規則 の定 め る と こ ろに よ る 。

（学則等の適用 ）

第 10条 こ の規則 に定め る も の の ほ か， 外国人留学生 に

関 し 必要 な 事項は， 学則， 大学院学則 そ の他の 関係規

則等の定め る と こ ろに よ る 。

附 則

こ の 規則 は， 平成 7 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。

富山大学学生交流規則の制定

’ 富山大学学生交流規則の制定理由 ー…

本学の 学生が他の大学文 は大学院等 に お け る 授業科 目 を 履修文は研究指導 を 受 け る 場合 の 取扱い 並 び に 特別 聴

講学生及 び 特別研究学生の 取扱い に 闘し店、要 な事項を定め る 。 ： 

富 山大学学生交流規則 を 次の と お り 制定す る 。

平成 7 年 3 月 17 日

富山大学学生交流規則

第 1章 総 則

（趣 旨）

第 1 条 こ の規則 は， 富 山大学学 員lj （以下 「学則 」 と い

う 。 ） 第34条第 1 項， 第44条及 び第57条 並 び に 富 山 大

学大学院学則 （ 以下 「大学院学則 」と い う 。 ） 第 16条

第 1 項， 第 16条の 2 ， 第34条， 第38条 及 び第 38条 の 2

の規定 に 基づ き ， 富山大学 （ 以下 「本学」 と い う 。 ） ，

本学の各学部 又 は 各研究科 （ 以下 「学部等」 と い う 。 ）

と 他の大学又 は大学院等 と の協議 に よ り ， 本学の 学生

が， 当 該他の 大学文 は大学院等 に お け る 授業科 目 を 履

修又 は研究指導を受 け る 場合 の 取扱い及 び他の大学又

は大学院の学生が， 本学の学部又 は大学院 に お け る 授

業科 目 を 履修 文 は 研究指導を受け る 場合 の 取扱い に 関

し ， 必要 な事項を定め る 。

富山大学長 小 黒 千 足

（定 義 ）

第 2 条 こ の規則 に お い て 「派遣学生」 と は， 次 の 各号

に定め る 者を い う 。

(1）本 学 の 学部 の 学生 で， 他 の 大学又 は 外 国 の 大学

（短期大学を 含む。 以下 「他大学 」 と い う 。 ） の 授

業科 目 を 履修 す る 者

(2) 本学の大学院の学生 で， 他の大学の大学院又 は 外

国の大学 の大学院 （以下 「他大学院」 と い う 。 ） の

授業科 目 を 雇修す る 者

2 こ の規則 に お い て 「派遣研究学生」 と は， 本 学 の 大

学院の学生で， 他大学院又 は研究所等に お い て研究指

導 を受 け る 者を い う 。

3 こ の規則 に お い て 「特別 聴講学生」 と は， 他大学又

は他大学院の学生 で， 本学の学部又 は大学院の授業科

目 を 履修す る 者 を い う 。

4 こ の規則 に お い て 「特別研究学生」 と は， 他大学院

- 15 -
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の学生で， 本学の大学院 にお い て研究指導を受 け る 者

を い う 。

5 こ の規則にお い て 「大学間 協議」 と は， 学生 を 交 流

す る に当 た っ て， あ ら かじめ本学 と 他大学， 他大学院

文 は研究所等 と の間 で行 う 協議を い う 。

6 こ の規則にお い て 「部局間 協議 」と は， 学生 を 交 流

す る に当 た っ て， あ ら かじめ学部等 と 他大学院又 は 研

究所等 と の間 で行 う 協議 を い う 。

（他大学等 と の 協議）

第 3 条 他大学， 他大学院又 は研究所等 と の 協議 は ， 大

学 問協議文 は部局 間 協議 と し ， 次 に掲げ る 事項につい

て， 大学間 協議 にあ っ て は， 評議会の議を経て， 学長

が， 部局間協議 にあ っ て は， 教授会文 は研究科委員会

（ 以下 「教授会等」 と い う 。 ） の 議 を経 て ， 学部又 は

研究科の長 （以下 「学部長等」と い う 。 ） が行 う 。

(1）授業科 目 文 は研究題 目

(2) 履修期間又 は研究期間

(3) 対 象と な る 学生 数

(4) 単位の認定方法

(5 ）授業料等の 費用 の 取扱い方法

(6) そ の他 必要事項

第 4 条 派遣学生及 び派遣研究学生の派遣 の 許可並び に

特別 聴講学生及 び特別研究学生の受入れ の 許可は， 前

条の 協議 に基づ き 行 う も の と す る 。

第 2章 派遣学生

（出願手続）

第 5 条 他大学又は他大学院の授業科 目 を 履修 し よ う と

す る 者 は， 学部等 にお い て定め る 願書 によ り ， 所属 の

学部長等に願 い 出 な け れ ばな ら な い 。

（派遣 の 許可）

第 6 条 学部長等は， 前条の願 い 出 が あ っ た と き は， 教

授会等の議を経て， 他大学文 は他大学院に学生の 受 入

れを 依頼 し ， そ の承認を得て， 派遣を 許可す る 。

2 前項の場合にお い て ， 外国 の大学， 短期大学文 は大

学院への派遣 の 許可は ， 学部長等 の 申 請に基づ き ， 学

長が行 う 。

（ 履修期間 ）

第 7 条 派遣学生の 履修期 聞は， 1 年以内と す る 。 た だ

し ， 学部長等が必要 と認め た とき は， 教授会等 の 議 を

経て， 他大学文 は他大学院 と 協議 の上， 通算 し て 2 年

の 範囲 内で延長 を 許可す る こ と が でき る 。

（在学期 閣の 取扱い ）

第 8 条 派遣学生 と し て の 履修期間 は， 本学の在学期 間
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に含め る も の と す る 。

（ 履修報 告書等 の 提出 ）

第 9 条 派遣学生 は， 履修が終了 し た と き は， 所属 の 学

部長等 に所定の 履修報 告書及 び他大学文 は他大学院 の

交 付す る 成 績証明書を 提出 し な け れ ばな ら な い 。

（単位の認定）

第 10条 派遣学生が， 他大学又 は他大学院 にお い て修得

し た単位 は， 学則文 は大学院学則 の定 め る と こ ろによ

り ， 本学にお い て修得 し た も の と み なす こ と ができ る 。

（派遣 許可の 取消し ）

第 1 1条 学部長等 は， 派遣学生が次 の各号のーに該当 す

る 場合 は， 教授会等の 議 を経て， 他大学又 は他大学院

と 協議 の上， 派遣の 許可を 取り 消す こ と があ る 。

(1）履修 の 見込みが な い と 認め ら れ る と き 。

(2) 派遣学生 と し て， 他大学文 は他大学院の規則 等 に

違反し ， 又 は そ の本分に反す る行 為が あ る と 認 め ら

れ る と き 。

(3) そ の他派遣 の 趣旨に反す る 行 為が あ る と 認 め ら れ

る と き 。

2 前項の場合にお い て， 外国の大学， 短期大学 又 は 大

学院への派遣 の 許可の 取消し は， 学部長等 の 申 請に基

づ き ， 学長が行 う 。

第 3章 派遣研究学生

（出願手続）

第 12条 他大学院又 は研究所等の研究指導 を受 け よ う と

す る 者 は， 各研究科にお い て定 め る 願書 によ り ， 所属

の研究科長 に願 い 出 な け ればな ら な い 。

（派遣 の 許可）

第 13条 研究科 長は， 前条の願 い 出 があ っ た と き は， 研

究科委員会の議を経て， 他大学院又 は研究所等に学生

の受入れを 依頼し ， そ の承認を得て， 派遣を 許可す る 。

2 前項の場合にお い て， 外国の大学院又 は外国の 研究

所等への派遣の 許可は， 研究科長 の 申 請に基づ き ， 学

長が行 う 。

（研究指導 を受 け る 期 間 ）

第14条 派遣研究学生の 研究指導 を受 け る 期 聞は， 1 年

以内と す る 。 た だ し ， 博 士後期 課 程の学生にあ っ て は，

研究科長が 必要 と 認 め た と き は， 研究科委員会の 議 を

経て， 他大学院又 は研究所等 と 協議の上， 通算 し て 2

年 の 範囲 内で延長を 許可す る こ と が でき る 。

（在学期間の 取扱い ）

第 15条 派遣研究学生 と し て の研究指導を受け る期 聞は，

本学の在学期 間 に含め る も の と す る 。

nhU
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（研究 報 告書 の 提出 ）

第16条 派遣研究学生 は， 研究指導 が終了 し た と き は ，

所属 の研究科長 に研究報 告書を 提出 し な け れ ば な ら な
L、。

（研究指導 の認定 ）

第17条 派遣研究学生が， 他大学院又 は研究所等 に お い

て受 け た研究指導 は， 本学に お け る 課程修了 に 必要 な

研究指導 の 一部 と し て認定す る こと がで き る 。

（派遣 許可の 取消し ）

第18条 研究科長 は， 派遣研究学生が次の 各号 の ーに 該

当する場合は ， 研究科委員会 の議を経て， 他大学院文

は研究所等 と 協議の 上， 派遣の 許可を 取り 消す こと が

あ る 。

(1) 研究指導の 完了 の 見込み が な い と認め ら れ る と き 。

(2) 派遣研究学生 と し て， 他大学院又 は研究所等 の 規

則等 に 違反 し ， 文 は そ の 本分 に 反す る 行 為が あ る と

認め ら れ る と き 。

(3) そ の他派遣 の 趣旨に 反す る 行 為が あ る と 認め ら れ

る と き 。

2 前項の場合 に お い て， 外国 の大学院文 は外国 の 研究

所等への 派遣 の 許可の 取消し は， 研究科長 の 申請に 基

づ き ， 学長が行 う 。

第 4章 特別 聴講学生

（受入れ の 許可）

第四条 特別 聴講学生の受入 れ の 許可は， 他大学文 は 他

大学院の 依頼に基づ き ， 教授会等の議を経て， 学部長

等が行 う 。

（ 成績証明書の交付）

第20条 特別 聴講学生が， 所定の授業科 目 を 履修 し 単位

を修得 し た と き は， 学部長等 は， 成績証明書 を 交 付す

る も の と す る 。

（受入 れ の 取消 し ）

第21条 学部長等 は， 特別 聴講学生が次の各号の ー に 該

当 す る 場合 は ， 教授会等の議を経て， 他大学文 は 他大

学院 と 協議の 上， 受入れ の 許可を 取り 消す こと があ る 。

(1) 履修 の見込み が な い と 認め ら れ る と き 。

(2）特別 聴講学生 と し て， 本 学 の 諸規則 等 に 違反 し ，

又 は そ の本分 に 反す る 行 為が あ る と認め ら れ る と き 。

(3) そ の 他受入れの 趣旨に反す る 行為が あ る と 認 め ら

れ る と き 。
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第 5章 特別研究学生

（受入 れ の 許可）

第22条 特別研究学生の受入れの 許可は， 他大学 院 の 依

頼に基づ き ， 研究科委員会の議を経て， 研究科長 が行

つ。

（研究指導報 告書の交付）

第23条 特別研究学生が研究指導 を終了 し た と き は ， 研

究科長 は， 研究指導 報 告書を交付す る も の と す る 。

（受入れの 取消し ）

第24条 研究科長 は ， 特別研究学生が次の 各号 の ーに 該

当する場合は， 研究科委員会の議を経て ， 他大学院と

協議の 上， 受入れ の 許可を 取り 消す こと があ る 。

(1) 研究指導の 完了の見込み が な い と認め ら れ る と き 。

(2 ）特別研究学生 と し て ， 本学 の 諸規則等 に 違反 し ，

又 は そ の本分 に 反す る 行 為があ る と認め ら れ る と き 。

(3) そ の他受入 れ の 趣旨に 反す る 行 為が あ る と 認め ら

れ る と き 。

第 6章 検定料， 入学料及 び授業料

（授業料等 ）

第25条 派遣学生文 は派遣研究学生を受け入れた他大学，

他大学院文 は研究所等 に お け る 授業料等 の 取扱い は ，

大学間協議又 は部局間協議に より 定め る も の と す る 。

2 特別 聴講学生及び 特別研究学生に係 る 検定料及び入

学料 は， 徴収 し な い 。

3 特別 聴講学生文 は 特別研究学生が国 立の大学， 短期

大学又 は大学院の学生で あ る と き は， 授業料 は 徴収 し

な L、。

4 特別 聴講学生 文 は 特別研究学生が公 立若 し く は私 立

の 大学等文 は外国 の 大学等の学生であ る と き は， 国 立

学校に お け る 授業料そ の他の費用 に関す る 省令 （昭和

36年文部 省令第 9 号 ）に 係 る 通達に定 め る 聴講生又 は

研究生の授業料 と 同 額の授業料を指定 の期 日 ま で に 納

入 し な け れ ば な ら な い 。

5 大学問交流協定に基づ く 外国人留学生 に 対す る 授業

料等の 不徴収実施要項 （平 成3 年 4 月 11 日 文部 省学術

国際局長 裁定） に 該当 す る 交流協定に基づ き 入学す る

者 に つ い て は， 検定料， 入学料及 び授業料 を 徴収 し な

し、。

附 則

この規則 は， 平 成7 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
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第7回生涯学習教育研究センター準備委員会（3月6 日）

（議 題）

( 1 ) 富山大学生涯学習教育研究 セ ン タ ー （仮称 ）に つ

い て

(2) そ の 他

第6回国際交流委員会学術交流部会（3月7 日）

（議 題）

(1 ) 平成 7 年度富山大学国際交流事業基金各種事業 の

採択に つ い て

(2) 国際交流の推進 に つ い て

(3) そ の 他

第4回教務委員会（3月7 日）

（審議事項）

( 1 )  富山大学研究生規則 （案 ）に つ い て

(2) 富山大学科 目 等 履修生及び 聴講生規則 （案 ）に つ

い て

(3) 富山大学学生交流規則 （案 ）に つ い て

(4) 富山大学外国人留学生規則 （案 ）に つ い て

(5) そ の 他

第5回国際交流委員会（3月14日）

（審議事項）

(1）富山大学研究生規則の 制定 に つ い て （継続 ）

(2) 富 山大学科 目 等 履修生及び 聴講生規則 の 制定 に つ

い て （継続 ）

(3) 富山大学外国人留学生規則の制定 について （継続 ）

(4) 富山大学学生交流規則 の制定 に つ い て （継続 ）

(5) 平成 6 年度富山大学国際交流事業基金決算に つ い

て

(6) 平 成7 年度富山大学国際交 流事業基金予算 （案 ）

に つ い て

(7) 平成 7 年度富山大学国際交流事業基金各種事業 の

採択に つ い て

第6回放射性同位元素総合実験室運営委員会（3月14日）

（議 題）

(1 ) 平 成8 年度歳出概算要求 に つ い て

(2) 平成 7 年度総合実験室業務従事者登録申 請に つ い
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て

(3) そ の 他

第8回事務協議会（3月16日）

（議 題）

当 面の 諸課 題 に つ い て

綱紀点検調査委員会（3月16日）

（議 題）

( 1 )  点検実施項目 の実施 状、況等に つ い て

(2) そ の 他

第4回水素同位体機能研究センター運営委員会

(3月16臼）

（議 題）

(1 ) 平成 8 年度 歳出概算要求 に つ い て

(2) そ の 他

第11回及び第12回部局長懇談会（3月17日）

（議 題）

( 1 )  当 面の 諸問題 に つ い て

(2) そ の他

第7回大学院委員会（3月17日）

（審議事項）

(1）富 山大学大学院理学研究科規則の 一部改正につ い

て

(2) そ の 他

第11回評議会（3月17日）

（審議事項）

(1 ) 生涯学習教育研究セ ン タ ー の設置 に つ い て

(2) 次期学生部長候補者の選考に つ い て

(3) 富山大学学則 の一部改正に つ い て

(4) 富山大学大学院学則 の一部改正に つ い て

(5) 富山大学研究生規則の制定 に つ い て

(6）富 山大学科 目 等 履修生及び、聴講生規則の制定 に つ

い て

(7) 富山大学外国人留学生規則の制定 に つ い て

(8) 富山大学学生交流規則の制定 に つ い て
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(9) 富山大学教育学部規則の一部改正に つ い て

ω） 富山大学大学院理学研究科規則の一部改正に つ い

て

(1 1) 大学開放事業 （夢大学in TOYAMA）の 開 催 に

つ い て

日2) 転学部 に つ い て

(13) そ の 他

第12回評議会（臨時） (3 月 20日 ）

（審議事項）

(1) 次期学長候補者に つ い て

第 3 団体育部会（3 月 22日 ）

（議 題）

(1 ) 在来生合宿研修 の 在 り 方 に つ い て

(2) そ の 他

[!) 

報 第363号

第 3 回附属図書館自己点検評価委員会（4専門委員会合

同） ( 3 月 22日 ）

（審議事項）

(1) 平 成6 年度附属図書館 自己点検評価年次報 告書等

の承認に つ い て

第11回学生生活協議会（3 月 30日 ）

（審議事項）

(1) 第40回大学祭に つ い て

(2) そ の 他

ミ』

平成7年度入学者選抜試験（後期日程）を実施

「後 期日 程 Jの試験が， 平 成7 年 3 月 1 1 日 （土）に実施 さ れ ま し た 。

教育学部， 経済学部 ， 理学部及 び工学部検査場 において， 学力検査， 実技検査， 小論 文， 面接な ど の 試験が行 わ れ ，

そ の 結果， 3 月 21 日 （ 火）に別紙 の とお り 合格者数 が発表 さ れ ま し た 。
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平成 7 年 4 月 発行 品同ザー 報

平成7年度富山大学入学者選抜試験（後期日程）実施状況表

学部 学 科 ・ 課 程 募 集 人 員 志 願 者 数 受 験 者 数 合 格 者 数

人 人 人 人

人 文 寸�ニ・． 科 15 173 173 56 

人 文 国 際 文 化 学 科 10 61 61 26 

言 語 文 化 学 科 20 239 239 67 

計 45 473 473 149 

小学校教員養成 課 程 30 274 1 12 44 

中学校教員養 成 課 程 12 301 180 16 

養護学校教員養成課 程 6 54 33 10 

教育 幼稚園教員養成 課 程 9 105 56 10 

情報教育課程教育情報コース 6 52 23 6 

情報教育課程環境情報コース 4 37 15 5 

計 67 823 419 91  

経 済 学 科 31 278 125 43 
コ昼

経 営 学 科 24 293 129 34 
l間

経 営 法 学 科 20 260 103 28 
ス主

計 75 831 357 105 

経 済 経 済 学 科 4 33 21 8 
コ夜

経 営 学 科 5 63 36 13 
1間

経 営 法 学 科 5 44 21 8 
ス主

計 14 140 78 29 

計 89 971 435 134 

数 学 科 7 42 20 7 

物 理 ザ＂＂ー． 科 9 29 12 10 

イヒ :+ 科 8 50 24 9 

理 生 物 学 科 6 30 14 6 

地 球 科 学 科 5 23 23 5 

生 物 圏環境 科 学 科 5 57 24 6 

計 40 231 1 17 43 

電 子 情 報 工 学 科 27 122 122 41 

機械 シ ス テ ム 工 学 科 21 123 123 34 

工 物 質 工 "T ム孟，. 科 16 89 89 26 

化 学 生 物 工 学 科 16 104 44 19 

計 80 4お 378 120 

後 期 日 程 合 計 321 2 936 1 ,822 537 

前期 日 程 合 計 980 4,217 3,984 1,085 

一 般 選 抜 合 計 1,301 7,153 5,806 1,622 

（注）募集 人 員 は， 推薦入学等特別選抜募集 人 員（若干名 以外）を除いた も のであ る 。
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平成 7年4 月発行 品同十 報 第363号

ゆ��［！）
異動区分 ｜ 発令年月 日 ｜ 氏 名 ｜ 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 容

退 職 1 1. 3. 31 1 板 谷 力 夫 ｜ 経理部経理課 長 国家公務員法第81条の 2 第 1 項の規定に
よ り 平成 7 年 3 月 31 日 限 り 定年退職

｜ 本 淳 健 二 ｜ 工学部事務長

｜ 渡 遺 国 男 ｜ 庶務部庶務課 文書係長

II ｜ 清 水 麗 子 ｜ 人文学部 ・ 理学部経理係出納主任

｜ 福 田 惰 子 ｜ 文部事蹄 （鰍部庶務課 電話交換手長）

｜ 高 島 仙 次 ｜ 用務員 （観部経理課 作業員長）

｜ 片 山 進 ｜ 文部技官 （厚生課 調理士長）

｜ 西 村 昭 治 ｜ II （工判）

，， 

，， 

，， 

，， 

，， 

，， 

II 

採 用 1 1. 4. 1 1 寺 林 真佐美
l

文部事務官 （庶務部庶務課 ）

｜ ＝ 室 龍一郎

｜ 高 柳 裕 子

l 丸 山 博

II （教育学部）

II （経済学部）

文部技官 （工学部）

II ｜ 原 正 憲 ｜ I II （水素同位体機能研究セ ン タ ー ）

昇 任 I 7. 4. 1 I 磯 村 成 ｜ 北海道大学庶務部庶務課 長 ｜ 庶務部長

昇

II 

，， 

，， 

｜ 高 砂 慶 ｜ 東駄学附属図書館情報サー ビ ス 課 長 ｜ 附属図書館事務部長

｜ 野 田 優 明 ｜ 大学入試セ ン タ ー鯉部庶務課 課 長補佐 ｜ 入試課長

｜ 角 井 輿志推 ｜ 工学部事務長補佐 ｜ 附属図書館情報管理課 長

重 里 信 一 ｜ 筑波大学図書館部情報管理課 課 長補佐

園 利 男 ｜ 庶務部人事課 長

林 征 紀 ｜ 経理部主計課 専門職員

附属図書館情報サ ー ビス 課 長

筑波技術短期大学事務部長

教育学部事務長補佐

｜ 土 肥 隆 三 ｜ 庶務部企画室専門職員 （自己点検評価担当） ｜ 臓部企画室専門員 （企画調査担当）

｜ 林 茂 美 ｜ 厚生課 保健係保健主任 ｜ 厚生課 専門職員

｜ 相 津 伸 彰 ｜ 庶務部企画室教養教育企画係企画主任 ｜ 富山商船高等専門学校学生課 寮務係長

i 石 田 精 一 ｜ 経理部主計課 監査係監査主任

l 朝 野 真 ｜ 教育学部庶務係庶務主任

l 松 本 修 一 ｜ 工学部庶務係庶務主任

l 長 崎 悟 ｜ 工学部学務係教務主任

任 I 1. 4. 1 I 戴 川 一 正 ｜ 文部事務官 （庶務部人事課 ）

富山工業高等専門学校会計課 出納係長

国立立山少年自然の家庶務課 庶務係長

富山医科薬科大学総務部庶務課 任用係長

富山工業高等専門学校学生課 寮務係長

庶務部人事課 任用係任用主任

｜ 松 田 玲 子 l II （富山工業高等専門学校庶務課 ） ｜ 庶務部人事課 給与係給与主任

｜ 槻 光 雄 ｜ 文部技官 （施設課） ｜ 施設課工営係建築主任
｜ 稲 川 敏 行 ｜ 文部事務官 （人文学部 ・ 理学部） ｜ 人文学部 ・ 理学部庶務係庶務主任
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平 成7 年 4 月 発行 品... 帽子 報 第363号

異動区分 ｜ 発令年月 日 ｜ 氏 名 ｜ 異 動 前 の 所 属 官 職
昇 任 I 7. 4. 1 I 松 田 晃 ｜ 文部事務官 （経済学部）

｜ 北 角 政 信 l II （工学部）
｜ 村 田 美 憲 l II （人文学部 ・ 理学部）

異 動 内 容

経済学部庶務係庶務主任
工学部用度係用度主任
工学部学務係学務主任

II 中 村 義 浩 ｜ II （庶務部庶務課） ｜ 富山商船高等専門学校鵬課人事係人事主任
｜ ｜ 富山医科薬科大学教務部研究協力課専門五十嵐 義 浩 ｜ II （経理部経理課） ｜ 職員付主任

上 木 祐 一 ｜ II ( II ) ｜ 富山工業高等専門学校会計課出納係情報
｜ ノ ｜ 処理主任

佐 藤 修 ｜ II （入試課） ｜ 高岡短期大学学生課教務係教務主任

II 

〆〆

II 

転 任 I 7. 4. 1 I 赤 井 弘 人 ｜ 富山商船高等専門学校学生課専門職員 ｜ 厚生課専晴員
｜ 江 幡 隆 一 ｜ 富山医科薬科大学総務部健課専門職員 ｜ 経済学部専門職員 （外国人留学生担当）
｜ 三 井 進 ｜ 厚生課保健係長 ｜ 富山商船高等朝学校学生課専門職員
｜ 横 山 正 弘 ｜ 工学部専門職員 ｜ 富山医科薬科大学総務部経理課専門職員
｜ 宮 原 進 ｜ 国立立山少年自然の家庶務課庶務係長 ｜ 庶榔人事課給与係長

II ｜ 高 邑 英 市 ｜ 富山工業高等朝学校会計課総務係長 ｜ 庶務部企画室糠教育係長
｜ 漬 野 松 男 ｜ 富山医科薬科大学教務部学生課教務第一係長 ｜ 入試課教務係長
｜ 市 川 勇 ｜ 富山医科薬科大学総務部主計課司計係長 ｜ 人文学部 ・ 理学部用度係長
｜ 西 尾 久 ｜ 高岡短期大学事業課企画係長 ｜ 人文学部 ・ 理学部学務第二係長
｜ 川 原 卯 吉 ｜ 富山工業高割問庶務課人事係長 ｜ 教育学部附属学校第二係長
｜ 棲 井 雅 和 ｜ 富山工業高等専門学校学生課学生係長 ｜ 経済学部学生係長
｜ 塚 田 健 夫 ｜ 経理部経理課管理係長 ｜ 高岡醐大学会計課出納係長
｜ 山 田 知 訓 ｜ 人文学部 ・ 理学部学務係長 ｜ 富山医科薬科大学教務部学生課概第一係長
l 小 路 隆 ｜ 高岡短期大学庶務課庶務係庶務主任 庶務部庶務課学事調査係学事調査主任
｜ 能 波 輝 之 ｜ 富山工業高等専門学校会計課出納係出納主任 ｜ 人文学部 ・ 理学部経理係出納主任
｜ 竹 内 勝 ｜ 富山商船高等専門学校庶務課人事係人事主任 ｜ 教育学部庶務係庶務主任

II ｜ 藤 井 栄 音 ｜ 富山商船高等専門学校会計課総務係総務主任 ｜ 経済学部会計開度主任
｜ 漆 崎 勝 彦 ｜ 文部事椀 （富山工業高等専門学校庶務課） ｜ 文部事務官 （庶務部企画室）
｜ 山 崎 国 代 ｜ II （富山医欄大糊関側） ｜ II （人文学部 ・ 理学部）

II 

（富山医科薬科大学教務部学生課）

（高岡短期大学学生課）
（京都工芸繊維大学繊維学部）
（高岡短期大学庶務課）
（富山商船高等専門学技会計課用度係）
（高岡短期大学学生課）
（富山医科薬科大学教務部研究協力課）
（目立立山少年自然の家事業課業務係）

，， II 、／
一

、j
一

、J

，， 石 坂 稔

小 林 雄 二

城 村 浩 司

II 

，， ，， ，， 

／t、
一

〆t、、
一

ft、

II 

，， II II ノノ

II 1 加 藤 尚 弘
l 荒 井 誠 一
l 光 津 和 嗣
｜ 大 島 千 春
l 西 村 孝 司

，， 

（経済学部）
( II ) 

( II ) 

（工学部）
( II ) 

，， ，， 

，， II 

，， II 

，， II 
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平成 7 年 4 月発行

異動区分 発令年月 日 氏 名
転 任 7. 4. 1 松 下 慶 子

，， 畠 山 美 苗
II 上 田 美 好
II 杉 田 昇
，， 川 成 淳 也
II 寺 島 裕 一

II 武 田 正 夫
，， 山 田 浩 司
，， 竹 内 由 利

，， 杉 本 祐 文
，， 沼 田 高 志
，， 横 井 宏 正
，， 舘 喜美子

，， 寺 尾 清 志

配 置 換 7. 4. 1 小 林 一 三
，， 中 村 敏 朗
II 船 崎 昌 治

II 奥 田 真 一
一

，， 長 津 義 男
，， 亀 岡 崇 泰
，， 桶 喜 一
ノノ 中 田 孜
II 飯 田 憲 郷
，， 清 水 寛
，， 村 中 一 男
，， 羽 根 俊

〆ノ 近 岡 忠 夫
，， 贋 回 浩
ノノ 野 尻 津喜夫
II 湊 馨
／ノ 今 井 車念

／〆 黒 田 芳 雄
ノ／ 高 森 告砂王白

〆〆 能 登 功

品同手・ 報

異 動 前 の 所 属 官 職
文部事務官 （富山医科耕大学業欄涯事鰹朝、）

，， （富山医科耕大学教務部図書課慨鰻係）
II （庶務部人事課）
II （学生課）
ノノ （人文学部 ・ 理学部）
，， （教育学部）
II ，， 

II ，， 

II （経済学部）
λr （工学部）
，， ( II ) 
，， ( II ) 
II （附属図書館）
，， ，， 

庶務部長
埼玉大学庶務部庶務課長
国立信州高遠少年自然の家庶務課長
附属図書館事務長

経済学部事務長
入試課長
人文学部 ・ 理学部事務長補佐
富山医科薬科大学業務部医事課課長補佐
庶務部人事課課長補佐
教育学部事務長補佐
庶務部企画室室長補佐
庶務部庶務課課長補佐
人文学部 ・ 理学部事務長補佐
庶務部企画室教養教育企画係長
経済学部学生係長
経理部経理課専門職員 （契約担当）
経理部経理課用度係長
庶務部企画室教養教育実施係長
人文学部 ・ 理学部専門職員 （教務担当）
厚生課専門職員 （進路指導担当）

第363号

異 動 内
，台宮崎E・

文部事務官 （工学部）
，， （附属図書館情報サ ー ビス課）

II （横浜国立大学経営学部）
r〆 （富山工業高等専門学校学生課）
II （国立立山少年自然の家事業課）
II （富山医科薬科大学業務部医事課）

，， （高岡短期大学庶務課）
，， （国立立山少年自然の家庶務課）
，， （富山医科薬科大学教務部学生課）

II （高岡短期大学庶務課）
，， （富山商船高等専門学校学生課）
，， （富山医科薬科大学業務部医事課）

，， （富山医科薬科大学教務部図書課）

，， （新潟大学附属図書館情報サー ビス課）
宇都宮大学庶務部長
庶務部人事課長
経理部経理課長
経済学部事務長
工学部事務長
名古屋大学入試課長
庶務部庶務課課長補佐
庶務部人事課課長補佐
庶務部企画室室長補佐
人文学部 ・ 理学部事務長補佐

，， 

工学部事務長補佐
富山医科薬科大学業務部医事課課長補佐
庶務部企画室専門職員

II 

経理部主計課専門職員 （予算分析担当）
経理部経理課専門職員 （契約担当）
学生課専門職員 （学生団体等指導相談担当）
教育学部専門職員 （教務担当）
工学部専門職員 （研究協力担当）
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平成 7 年 4 月 発行

異動区分 発令年月 日 氏 名

配 置 換 1. 4. 1 秋 元 園 男

，， 堀 口 勲

，， 佐 伯 光 雄

，， 伊 野 不二夫

，， 東 仙 博

，， 田 中 祥 男

II 安 西 修 二

，， 地 崎 昇
II 谷 口 和 則

II 田 中 大四郎

，， 山 田 正 芳

II 漬 屋 節 子

II 滋 野 康 雄

，， 吉 田 恵 音

II 田 中 輝 和

，， 安 部 保 子

，， 真 田 敏 江

II 佐久間 克 明

，， 小 林 司
ノノ 平 野 美智子

II 堀 和 子

ノ／ 宮 尾 幸 一

，，〆 片 桐 茂

II 高 畠 幸 子

II 長 崎 宏 美

II 中 波 憲 子

，， 新 井 浩

，， 北 治 夫

〆ノ 藤 井 秀 春

，， 寺 林 忠 男

II 笹 岡 博 史

，， 森 慶 子

II 市 橋 希代子

〆／ 光 地 浩 和
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品同で十 報

異 動 前 の 所 属 官 職

附属図書館図書館専門員

庶務部人事課任用係長

教育学部附属学校第二係長

庶務部人事課給与係長

人文学部 ・ 理学部用度係長

工学部用度係長

入試課教務係長

庶務部企画室教養教育経理係長

庶務部庶務課庶務係長

附属図書館受入係長

附属図書館整理係長

附属図書館閲覧係長

附属図書館参考係長

附属図書館学術情報係長

庶務部企画室企画調査係庶務主任

庶務部企画室教養教育実施係教務主任

教育学部会計係用度主任

人文学部 ・ 理学部学務係厚生主任

人文学部 ・ 理学部学務係教務主任

人文学部 ・ 理学部学務係学務主任

工学部用度係用度主任

庶務部人事課任用係任用主任

附属図書館総務係総務主任

人文学部 ・ 理学部庶務係庶務主任

文部事務官 （庶務部庶務課）

，， （工学部）

，， （経済学部）

II 〆ノ

，， ，， 

，， （工学部）

，， （学生課）

，， （経済学部）

II （教育学部）

，， （附属図書館）
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附属図書館情報管理課図書館専門員

庶務部庶務課庶務係長

庶務部庶務課文書係長

庶務部人事課任用係長

経理部経理課用度係長

経理部経理課管理係長

人文学部 ・ 理学部学務第一係長

工学部用度係長

附属図書館情報管理課総務係長

附属図書館情報管理課雑誌情報係長

附属図書館情報管理課図書情報係長

附属図書館情報サー ピス課情報サー ビス係長
附属図書館情報サー ビス課参考調査係長

附属図書館情報サ ー ビ ス課学術情報係長

庶務部庶務課庶務係庶務主任

庶務部企画室教養教育係教務主任

経理部主計課監査係監査主任

厚生課厚生企画係厚生企画主任

人文学部 ・ 理学部学務第一係学務主任

人文学部 ・ 理学部学務第二係学務主任

教育学部会計係用度主任

工学部庶務係庶務主任

附属図書館情報管理課総務係総務主任

附属図書館情報管理課総務係年史編纂事
務主任

文部事務官 （庶務部人事課）

，， （経理部経理課）

，，〆 II 

，， II 

II （学生課）

II （厚生課）

，， （入試課）

，， （人文学部 ・ 理学部）

，， ，， 

ノノ （教育学部）
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配 置 換 7. 4. 1 池 田 真紀美 文部事務官 （経済学部） 文部事務官 （教育学部）

II 棲 井 幸 子 文部技官 （施設課） ，， （経済学部）

，， 村 崎 勝 子 文部事務官 （経理部経理課） ，， （工学部）

，， 斉 藤 智 明 ，， （経済学部） ，， ( II ) 

II 伏 喜 理 香 ，， （厚生課） II ( II ) 

，， 生 田 智 子 II （附属図書館） II （附属図書館情報管理課）

，， 木 下 晋 ，， ，， ，， ，，，， 

II 松 島 珠 喜 ，， 〆，， II ，，，， 

ノノ 種 目 ヨ シヱ ，， ，， II （附属図書館情報サ ー ビ ス課）

II 川 崎 綾 子 II ，， 〆〆 II 

II 佐 野 久 子 ノ〆 II II ，， 

降 任 7. 4. 1 松 井 博 文 附属図書館総務係長 庶務部企画室企画調査係庶務主任

併 任 7. 4. 1 森 田 昌 夫 文部技官 （工学部） 施設課 （～ 8 . 3 .  31)  

職務命令 7. 4. 1 涌 井 三枝子 庶務部庶務課専門職員 庶務部庶務課専門員を命ずる

II 贋 田 浩 庶務部企画室専門職員 庶務部企画室主任専門職員を命ずる

II 林 征 紀 経理部主計課専門職員 （予算分析担当） 予算分析担当を免ずる

，， 林 征 紀 ，， 経理部主計課専門員を免ずる

，， 湊 馨 経理部経理課専門員 経理部主計課専門員を命ずる

II 今 井 稔 経理部経理課専門職員 経理部経理課専門員を命ずる

II 黒 田 芳 雄 学生課専門職員 学生課専門員を命ずる

〆f 宮 越 謙 三 厚生課専門職員 厚生課主任専門職員を命ずる

II 高 森 t是 人文学部 ・ 理学部専門員 教育学部専門員を命ずる

，， 江 幡 隆 一 経済学部専門職員 経済学部専門員を命ずる

II 能 登 功 工学部専門職員 工学部専門員を命ずる

，， 横 山 正 弘 ，， （研究協力担当 ） 研究協力担当 を免ずる

，， 横 山 正 弘 ，， 工学部専門員を免ず る

，， 長 崎 宏 美 文部事務官 （庶務部庶務課） 庶務部庶務課庶務係庶務主任を免ずる

ノノ 長 崎 宏 美 ，， （庶務部人事課） 庶務部人事課任用係総務主任を命ずる

，， 槻 光 雄 文部技官 （施設課） 施設課工営係建築主任を免ずる

II 種 目 ヨ シ ヱ 文部事務官 （附属図書館） 附属図書館閲覧係閲覧主任を免ずる

II 種 目 ヨ シヱ ，， （附属図書館情報サー ビス課） 附属図書館情報サー ビ ス課情報サー ビ ス
係情報サ ー ビス主任を命ずる

採 用 7. 4. 1 橋 本 公三英 事務補佐員 （経理部経理課）

，， 黒 畑 繁 盛 臨時用務員 （経理部経理課作業員）

，， 片 山 進 技能補佐員 （厚生課調理師）
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採 用 1. 4. 1 神 保 暁 子 事務補佐員 （工学部）

退 職 7. 4. 1 梅 田 智 子 臨時用務員 （教育学部作業員） 平成 7 年 3 月 31 日 限 り 退職 し た

ノノ 佐 倉 珠 美 事務補佐員 （工学部） ，， 

I/ 藤 村 正 子 ，， ( I/ ) 〆〆

ノノ 山 田 智 恵 ，， （附属図書館） II 

II 山 口 一 美 ，， （地域共同研究セ ン タ ー ） ，， 

苦手 職 1. 3. 31 福 田 立 明 教 授 （人文学部） 辞職を承認す る

，， 気賀津 保 規 ，， ，， ，， 

II 水 内 俊 雄 助教授 （ II ，， 

，， 遠 藤 幸 一 ，， （教育学部） II 

，， 沖 田 昭 夫 教 頭 （副校長） （教育学部附属小学校） ，， 

II 大 津 保 教 諭 （教育学部附属中学校） II 

ノノ 原 幸 子 ，，，， （教育学部附属養護学校） ，， 

fノ 古 田 雅 香 ，， II ，， 

，， 居 林 次 雄 教 授 （経済学部） ，， 

II 太 田 雅 晴 助教授 （ ，， ，，〆

ノノ 南 部 睦 講 師 （理学部） ，， 

〆〆 長 崎 宏 之 助 手 （ II ) II 

，， 高 山 藤一郎 II （工学部） ，， 

〆〆 高 尾 テ ルノ 助教授 （保健管理セ ン タ ー ） ，， 

併 任 7. 3. 31 田 中 玉閏Ill: 教 授 （教育学部） 教育学部長 ・ 評議員 （～ 9 . 3 .  30) 

II 田 中 5日Ill: II II 評議員の併任を解除す る

，， 塚 野 州 ー ，， ，， 評議員 （～ 7 . 5 .  31) 

採 用 1. 4. 1 黒 柳 晴 夫 教 授 （教育学部）

〆〆 古 川 政 明 II II 

，， 竹 井 史 助教授 （ ，， 

II 鼓 み ど り ，， II 

，， 樋 野 幸 男 ，， II 

II 山 根 拓 講 師 （ II 

II 北 岡 勝 教 頭 （副校長） （教育学部附属小学校）

II 横 野 誉 子 教 諭 （教育学部附属中学校）

ノノ 野 畑 明 仁 ，， （教育学部附属養護学校）
II 長 漬 由 香 ，， ，， 

〆〆 青 木 売 講 師 （経済学部）
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異動区分 ｜ 発令年月 日 ｜ 氏

採 用 I 7. 4. 1 I 坂 出
｜ 横 山

名 異 動 前 の 所 属 官 職
健
初

II ｜ 石 崎 泰 男
｜ 山 根 岳 志
｜ 加賀谷 重 浩
｜ 黒 田 靖 子

II ｜ 西 村 優紀美
昇 任 I 1. 4. 1 1 赤 尾 千 波 ｜ 助 手 （岐阜大学教育学部）

｜ 中 河 伸 俊 ｜ 助搬 （人文学部）
｜ 粛 藤 孝 滋 ｜ 講 師 （ II ) 

｜ 安 村 勉 ｜ 助搬 （経済学部）
｜ 伊 藤 良 弘 I // ( II ) 

l 大 坂 洋 ｜ 助 手 （ II ) 

｜ 鍋 島 直 樹 ｜ II （名古屋大学経済学部）
｜ 栗 本 猛 ｜ II （大阪大学理学部）
｜ 黒 田 重 靖 ｜ 助教授 （工学部）
｜ 池 野 進 i II （地域共同研究セ ン タ ー）
l 小 田 晃 規 ｜ 助 手 江学部）
l 松 田 健 二 ｜ 文部技官 江学部）

第363号
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助 手 （経済学部）

II （理学部）
( // ) 

（工学部）
( // ) 

文部技官 （工学部）
講 師 （保健管理セ ン タ ー）
助教授 （人文学部）
教 授 （ II ) 

助教授 （ II ) 

教 授 （経済学部）
( II ) 

講 師 （ II ) 

( II ) 

助教授 （理学部）
教 授 （工学部）

( II ) 

助教授 （ II ) 

助 手 （ II ) 

｜ 松 山 政 夫 ｜ 助教授 （水素同位体機能研究セ ン タ ー ） ｜ 教 授 （水素同位体機能研究セ ン タ ー ）
｜ 麗 田 完 ｜ 助 手 （ II ） ｜ 助教授 （ II 

｜ 田 中 る み ｜ 文部技官 （理学部） ｜ 助 手 （
l 高 辻 則 夫 ｜ 助 手 （工学部）

転 任 I 1. 4. 1 I 鈴 木 信 雄 I II （理学部）
配 置 換 I 1. 4. 1 I 山野井 敦 徳 ｜ 教 授 （教育学部）

｜ 和 合 議 I II （経済学部）
退 職 I 7. 4. 1 I 観 山 雪 陽 I II （教育学部）

｜ 結 城 善 之 ｜ 講 師 （ II ) 

｜ 武 暢 夫 ｜ 教 授 （経済学部）
II ｜ 後 藤 克 己 I II （理学部）

｜ 多 々 静 夫 l II （工学部）
II ｜ 嶋 尾 一 郎 I II ( II ) 

｜ 田 中 久 嘱 I II ( II ) 

併 任 I 7. 4. 1 I 風 巻 紀 彦 I II （理学部）

助教授 （地域共同研究セ ン タ ー）
助 手 （金沢大学理学部附属臨海実験所）
教 授 （広島大学大学教育研究セ ンター ）

（新潟大学経済学部）
平成 7 年 3 月 31 日限り停年によ り退職した

II 

II 

II 

，， 

，， 

，， 

理学部長 （～ 9 . 3 .  3 1 )  
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併 任 7. 4. 1 

，， 

II 

II 

ノノ

，， 

II 

〆／

，， 

II 

，， 

II 

臨時的任用 7. 4. 1 

育児休業 7. 4. 1 

職務命令 7. 4. 1 

選 挙 資 格 者 数

投 票 者 数

無 効 投 票 数

小黒千足候補者

得 票 数

氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 ポ台ミ，

風 巻 紀 彦 教 授 （理学部） 評議員の併任を解除す る

高 木 光司郎 II ( II ) 評議員 （～ 7 . 5 .  1 )  

東 川 和 夫 II ( II ) 理学部数学科長 （～ 8 .  3 .  3 1 )  

平 山 実 ，， ( II ) 理学部物理学科長 ，， 

高 安 紀 ，， ( II ) 理学部化学科長 ，， 

菅 井 道 ＝ II ( II ) 理学部生物学科長 ノ，，

川 崎 一 朗 II ( II ) 理学部地球科学科長 II 

佐 竹 洋 II ( II ) 理学部生物園環境科学科長 （ ，， 

池 田 長 康 ，， （工学部） 工学部電子情報工学科長 （ II 

竹 越 栄 俊 II ( II ) 工学部機械 シ ス テ ム工学科長 （ II 

黒 田 重 靖 ，， ( II ) 工学部物質工学科長 II 

井 上 正 美 ，， ( II ) 工学部化学生物工学科長 （ II 

田 中 則 人 教 諭 （教育学部附属小学校） 平成 7 年 3 月 31 日 限 り 任期満了に よ り 退職 し た

前 田 裕 子 ，， ，， 職務に復帰 し た

加賀谷 重 浩 助 手 （工学部） 廃液処理施設勤務を命ずる

l!)r!)�� 
次 期 学 長 候 補 者 に 小 黒 学 長 を 再 選

次期学長候補者選挙の本選

挙が， 去 る 3 月 20日 （月 ） 午

前 10時か ら 同 12時 ま で ， 黒 田

講堂会議室 に お いて実施 さ れ

ま し た 。

選挙結果 は， 次 の と お り で

す。

452名

345名 （不在者投票 7 名 を含 む ）

63票 （ う ち 白 票47票 ）

282票

任期 は， 平成 7 年 6 月 13 日 か ら 2 年間 。

小黒学長 は ， 昭和28年 3 月 北海道大学理学部生物学科

を卒業， 同29年 8 月 同大学大学院理学研究科を退学さ れ，

同年同月 北海道大学理学部助手， 同41年 4 月 富山大学文

理学部助手， 同43年 4 月 同助教授， 同 49年 7 月 同 教授 ，

同52年 5 月 文理学部改組 に よ り 富 山大学理学部教授 と な

り ， こ の間， 昭和54年 5 月 か ら 同62年 3 月 ま で富 山 大学

評議員， 同62年 4 月 か ら平成 3 年 3 月 ま で富山大学理学

部長及び評議員 を併任， 昭和62年 4 月 か ら平成 2 年 3 月

ま で富山大学 ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー長， 平成 2 年 6 月

か ら 同 3 年 6 月 ま で富山大学水素同位体機能研究セ ン タ ー

長 を併任， 同 3 年 6 月 か ら 富山大学長 と な り 現在 に 至 っ

て い ま す。

こ れ に基づ き ， 同 日 開催 の平成 6 年度第 12回評議会 に

お い て， 小黒現学長 を 次期学長候補者に 決定 し ま し た 。

専門 は， 比較内分泌学， 動物系統分類学， 理学士， 理

学博士。
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人 文 学 部 長 に 小 津 教 授 を 選 出

2 年間。

小谷仲男人文学部長 の任期

が平成 7 年 5 月 1 B を も っ て

満了す る こ と に 伴 い ， 人文学

部教授会 は平成 7 年 3 月 8 日

（水 ） に 次期 学部長候補者 の

選挙を行い ， そ の 結果， 小津

浩教授が選出 さ れ ま し た 。 任

期 は， 平成 7 年 5 月 2 日 か ら

小津教授 は， 昭和お年 7 月 国際基督教大学教養学 部 を

卒業， 同46年 3 月 東京教育大学大学院文学研究科修士課

程 を修了， 同51年 3 月 東京教育大学大学院文学研究科博

士課程を単位取得退学の後， 同 51年 4 月 富 山医科薬科大

学医学部助教授を経て， 平成元年 4 月 富 山大学人文学部

教授に 就任 し， 現在に至 っ て い ま す。

な お ， こ の間， 平成 5 年 5 月 か ら 2 年間富山大学評議

員を併任 さ れて い ま す。

専門 は ， 近代 日 本宗教史 ・ 近代 日 本思想史， 文学修士，

富山県出身。

（就任の抱負）

思 い 掛 け な い人事で当惑 し て い る が， 天 の声 に は従 う

ほ か は な い 。 改組か ら 2 年 に な る が， 旧教養部か ら 迎 え

た優れた人材を ま だ十分生か し 切 る 体制に な っ てい な い。

三か所に 分散 し て いて不自 由 を か こ っ てい る建物の統合 ・

新築 も 焦眉 の 課題 であ る 。 研究科の改革 も ゆ る がせ に で

き な い 。 と 同時 に ， 昨今の異常な世相を見て い る と ， 我々

人文科学の研究 ・ 教育 に携わ る 者の責任 が改 め て間わ れ

て い る 気がす る 。 自 己 の 良心 と 他者への愛 に基づ く 健全

な批判精神を身 に つ け た若者を どん どん世に送 り 出 し て

い か な け れば な ら な � ＇ o そ の た め に， 少 し で も 貢献 で き

れ ば と 願 っ て い る 。

学生部長に浜谷人文学部教授を再選

浜谷正入学生部長 の任期 が

平成 7 年 5 月 8 日 で満了 と な

る こ と に伴 う 次期学生部長候

補者の選考が， 去 る 3 月 17 日

開催の評議会 に お い て行わ れ

ま し た 。

教務委員会及 び学生生活協

議会合同委員会か ら ， 次期学

生部長候補適任者 と し て推薦 さ れた 3 名 の教授の 内 か ら

浜谷正人教授 （人文学部 ） が再選 さ れ ま し た 。

任期 は， 平成 7 年 5 月 9 日 か ら 2 年間。

浜谷教授 は， 昭和41年 3 月 京都大学文学部史学科 （人

文地理学専攻 ） を卒業， 同43年 3 月 京都大学大学院文学

研究科修士課程を 修了 さ れ， 同年 4 月 金沢大学助手， 同

48年 4 月 山形大学講師， 同50年 7 月 同大助教授， 同 58年

8 月 富山大学人文学部教授 と な ら れ現在に至 っ て い ま す。

こ の間， 平成 3 年 5 月 か ら 評議員 を ， 平成 5 年 5 月 か

ら 学生部長を歴任 さ れて い ま す 。

（就任の抱負）

学生部職員及び他部局 の協力 の下， 多様化 し て き た 学

生の要求や ト ラ ブ ル に 適切 に対処す る と と も に， 学生 と

の建設的 な対話 を はか り ， 自 由 か っ秩序あ る 学園環境 を

め ざ し た い 。
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平成 6 年度に定年 （停年） 文 は勧奨 に よ り 退職 さ れ た

方 々 を囲む懇談会が去 る 3 月 15日 （水） 1 1時 50分 か ら 黒

田 講堂会議室 に お い て開催 さ れ ま し た 。

懇談会で は， 小黒学長 か ら 退職者一人一人 に記念 品 が

贈呈 さ れ た後， 永年に わ た っ て本学に尽 く さ れた こ と へ

の 労 を ね ぎ ら う 挨拶 があ り ま し た 。 こ れ に対 し て退職者

を 代表 し て， 事務局庶務部庶務課福 田事務官が謝意 を 述

べ ら れ ま し た 。

次 い で記念撮影 の 後 ， 懇親パ ー テ ィ に移 り ま し た 。

懇親会 は， 終始和や か な 雰囲気の う ち に行われ， 学長

を は じ め各部局長か ら 永年の労がね ぎ ら わ れ ま し た 。

な お， 退職 さ れ た 方 々 は次の と お り です 。

務 局 文部事務官 板

渡

福
主吉
岡

片

清

観

結

武

夫
男
子
次
進

田

島

山

水

山

城

谷

遁，， 

，， 

用 務 員

文 部 技 官

文部事務官

文 部 教 官

ノノ

，， 

，， 

学 生 部

人文学部 ・ 理学部

教 育 学 部

事

，， 

文 部 教 官部A主＂寸L

ノノ

済主又

学 長 の 労 を ね ぎ ら う 挨 拶

員に代わ り ま し て ， 改 め て お詫び と ， お礼を 申 し 上 げ ま

す 。 な お， 皆様が築か れた道 を 大 き く 発 展 さ せ る た め ，

私 ど も は さ ら に努力致 し た い と 存 じ ま す 。

こ れか ら の皆様 の道 は そ れぞれ異 な る と は存 じ ま すが，

い つ ま で も 御健勝で あ り ま す こ と を祈念致 し ま す。 ま た，

お時聞が ござ い ま し た ら ， 古巣を訪れて更 に ご指導 を 戴

け ま し た ら 幸 い で ご ざ い ま す 。

以上簡単で は ご ざ い ま すが， 皆様が大学を去 ら れ る に

当 り ま し て， お礼の言葉 に代え さ せて戴 き ま す 。

nu
 

本年度末で， 定年退職 さ れ る 皆様 に は， 職務上 の 立場

は さ ま ざ ま で も ， 大変長 い間， 富山大学の発展 の た め に，

ひ い て は我国 の高等教育 ・ 学術進歩 の た め に御尽力戴 き

ま し た 。 心か ら お礼 申 し 上 げ ま す 。

そ の 聞 に は， 不本意 な こ と や， 人知れぬ困難 も 多 か っ

た こ と と 存 じ ま す 。 特 に大学設置基準改正後 は， 半世紀

に一度 と 云 わ れ る 大学改革 の 嵐 に 直面 さ れ ま し た 。 し か

し な が ら ， こ こ で皆様 の貴重な 御時 間 を 戴 い た こ と は ，

本学の将来 の た め に 大 き な力 に な り ま し た 。 全学 の教職
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渡航の種類 所 属 職

外 国 出 張 教育学部 助教授

II ，， 

理 学 部 教 授

，， ，， 

工 学 部 講 師

人文学部 教 授

／〆 助教授

，， 教 授

海 外 研 修 人文学部 助教授

経済学部 講 師

工 学 部 助 手

教育学部 教 授

，， 助教授

品..... ザ・ 報 第363号

⑧ 囚 G面 面 ［！］
氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間

タ イ 「平成 6 年度ス ポ ー ツ専門家短期 7. 3. 6 
西 川 友 之 バ ン グ ラ デ シ ュ 派遣事業J におけ る バ レ ー ボ ー ル

ノマ キ ス タ ン の親善試合及び指導 7. 3. 20 

「平成 6 年度 ス ポ ー ツ専門家短期 7. 3. 6 
布 村 忠 弘 II 派遣事業」 におけ る バ レ ー ボ ー ル

の親善試合及び指導 7. 3. 20 

「北極 にお け る氷河末端域の生態 7. 3. 15 
小 島 覚 カ ナ ダ 系変動の研究」 につ いての研究打

合せ 7. 3. 30 

「胃で幼生を保有す る ヒ ト デの個
7. 3. 22 

小 松 美英子 オ ー ス ト ラ リ ア
体発生 と そ の保証機構」 の研究 7. 4. 4 

高分子プ ロ セ ッ シ ン グ学会第11年
7. 3. 25 

吉 田 正 道 大 韓 民 国
会出席及び研究発表， 他 7. 3. 31 

「朝鮮半島にお け る 中国戯曲の受
7. 3. 25 

磯 部 2彰,,_,,. ，， 
容 と 展開」 に関す る研究 7. 4. 1 

連 合 王 国 ， ド イ ツ
ヨ ー ロ ッ パ都市考古学の研究 （在 7. 3. 26 

前 川 要 オ ー ス ト リ ア
イ タ リ ア 外研究員） 8. 1. 26 

フ ラ ン ス ， ド イ ツ
現代英語の比較 ・ 記述的研究 （在

7. 3. 29 
小 川 洋 通 連 合 王 国 ， カ ナ ダ

ア メ リ カ 合 衆 国 外研究員） 8. 1. 27 

7. 3. 5 
村 井 文 夫 フ フ ン ス 文献調査及び資料収集

7. 4. 1 

在 ジ ャ カ ル 夕 日 系企業の調査 ・ 研
7. 3. 18 

岩 内 秀 徳 イ ン ド ネ シ ア ;t 7. 3. 25 

7. 3. 19 
島 田 邦 雄 ア メ リ カ 合 衆 国 第 4 回 日 米熱工学合同会議に出席

7. 3. 24 

7. 3. 25 
松 村 晴 路 中 国 研究会出席及び資料収集

7. 4. 9 

伸張一短縮 サ イ ク ル運動にお け る 7. 3. 26 
堀 田 朋 基 フ ィ ン ラ ン ド

疲労の研究 7. 5. 15 
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⑥⑨© ⑤ ⑤ ⑤ 
氏 名 本 国 に お け る

（国 籍） 所属機関 ・ 職名
来 学 目 的 本学受入れ先 期 間

ア ラ ン ・ ハ ッ ク ルペ リ ー 理学部 ・ 助教授 7. 3. 6 

ル ー ル 大 学 教 授 講 演 及 び 研 究 打 合 せ
（ ド イ ツ ） 阿 部 幸 隆 7. 3. 8 

副ミ）［！）�
く住所変更＞

部 局 名 官 職 氏 名

理 学 部 教 授 久 保 文 夫

理 Aザ，，ーャ 部 助 教 授 石 岡 努

工 学 部 助 手 須 賀 実
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ミ』司�l!l
本 部 ｜

15日 学部将来計画委員会 と 予算委員会の合同委員

� 

3 月 1 日 第 4 回学長候補者選挙管理委員会 員率会送別会

6 日 県内人事担当課長会議 20日 教授会

個別学力検査 （前期 日 程） 合格者発表 教授会 （人事）

8 日 国立大学協会理事会 大学院人文科学研究科委員会

厚生補導業務研修会 22日 学部国際交流委員会

10日 言語表現科 目 教官研修会 人事に 関す る 検討委員会

第 5 回学長候補者選挙管理委員会 23日 次期学部教務委員会

教養教育教官負担検討小委員会 24日 学位記授与式

教養教育委員会管理運営専門委員会 27日 留学生受入れに伴 う 専門教育教官の採用 に 関

1 1 日 個別学力検査 （後期 日 程） す る 条件等検討委員会 （仮称）

13日 総合科 目 （環境） 教官研修会

感謝状贈呈式

13～14日 個別学力検査 （前期 日 程 ） 入学手続 き

14日 平成 6 年度名古屋工事事務所管内国立学校等 3 月 1 日 学部教育実習検討委員会

施設担当部課長会議 （名古屋工事事務所） 3 日 学部教務 ・ 学生生活合同委員会

15日 退職者を囲む懇談会 教授会

16日 厚生補導業務研修会 学部将来計画委員会小委員会

16～17日 総合科 目 （生活 と 福祉） 教官研修会 7 日 学部学生生活委員会

20日 学長候補者本選挙 8 日 学部教務委員会

21 日 個別学力検査 （後期 日 程 ） 合格者発表 学部教務 ・ 学生生活合同委員会

23日 低温液化室運営委員会 教育学研究科委員会

24日 学位記授与式 （富山市公会堂） 教授会

27 日 個別学力検査 （後期 日 程 ） 入学手続 き 人事教授会

31 日 金庫検査 10日 附属養護学校卒業式

14日 学部予算委員会

人 文
附属幼稚園修了式

15日 附属小学校卒業式

3 月 2 日 学部予算委員会 16日 教育学研究科後発整備委員会 ・ 教育学研究科

3 日 教授会 委員会 小委員会合同委員会

人文学部長候補者選挙管理委員会 附属教育実践研究指導セ ン タ ー運営委員会

8 日 教授会 教育実習委員会

教授会 （人事） 附属中学校卒業式

大学院人文科学研究科委員会 17日 学部教務委員会

9 日 人事 に関す る 検討委員会 附属幼稚園修業式

1 1 日 平成 7 年度入学者選抜学力検査 （後期 日 程 ） 18日 附属中学校修業式

13日 『人文学部 の し お り 』 編集委員会 20日 学部教務 ・ 学生生活合同委員会

14日 学部学生生活委員会 教授会

人事教授会
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教育学研究科委員会

附属小学校修業式

22日 富 山大学教務委員会教職科 目 専門委員会

呉山会送別会

23日 附属養護学校修業式

24日 学位記授与式

経 済

3 月 1 日 平成 7 年度私費外国人留学生入学試験選考委

員会

2 日 学部入学方法検討委員会

3 日 教授会

学部施設整備委員会 （持ち 回 り ）

6 日 大学院経済学研究科委員会小委員会

7 日 学部教務委員 会

8 日 人事教授会

大学院経済学研究科委員会

教授会

9 日 学部学生生活委員会

13日 各種委員選考委員会

15日 学部将来構想検討委員会

20日 学部入学方法検討委員会

教授会

学部教務委員会

学部就職指導委員会

コ ン ビ ュ ー タ 管理運営委員会

24 日 学位記授与式及 び祝賀会 （富山観光 ホ テ ル ）

30日 学部学生生活委員会

理 学

3 月 1 日 理学部案内編纂委員会

3 日 教授会

大学院理学研究科委員会

人事教授会

学科長会議

8 日 大学院理学研究科委員会

教授会

人事教授会

大学院理学研究科委員会専任教授会

1 1 日 平成 7 年度入学者選抜学力検査 （後期 日 程 ）

15日 学部施設委員会

学科長会議
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工

員率会送別会

16日 大学院設置構想推進委員会

20日 教授会

人事教授会

大学院理学研究科委員会専任教授会

24日 学位記授与式

学 部

3 月 3 日 教授会

8 日 教授会

研究科委員会

専任教授会

9 日 欧文概要編集委員会

11日 入学者選法学力検査 （後期 日 程 ）

15日 学部教務委員会

16日 学部施設整備委員会

20日 教授会

研究科委員会

専任教授会

博士後期課程委員会

23日 学部施設整備委員会

24日 学位記授与式及び祝賀会

地域共同研究センター ｜ 
3 月 6 日 地域共同研究セ ン タ ー運営委員会

9 日 企業見学 と 産学交流会 （ 日 本高周波鋼業側）
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国際交流事業基金の充実に協力 を

第363号

富 山大学国際交流事業基金事業 は， 昭和61年 7 月 に本学の国際交流を支援す る 目 的で組織 さ れた富山大

学国際交流事業後援会が， 昭和61年 9 月 か ら 2 年間 に わ た る 募金活動を行い寄附 さ れた約 1 億 1 千万円 の

事業基金の果実 に よ り 実施 さ れて い ま す 。

こ の国際交流事業後援会 は， 昭和63年 9 月 に解散 い た し ま し た が， 本事業基金 は， そ の後 も 引 き 続 き 寄

附の受入れを行 っ て い ま す 。

最近の金利の大幅な 低下 に伴い， 現在有 し て い る 事業基金で は こ れ ま で の 事業規模 を 今 後 と も 確保 し

て い く こ と は極 め て困難な情勢 と な っ て い ま す 。

つ き ま し て は， 本事業基金 を充実 し ， 国際交流事業 を維持 し て い く た め， 教職員各位の御協力 を お 願 い

い た し ま す 。 御寄附下 さ る 方 は， 所属部局 の庶務係 （総務係 ） 又 は庶務課 に 御連絡下 さ い 。

国 際交流事業基金に寄附さ れた方々

平成 6 年 1 月 1 日 か ら平成 7 年 3 月 31 日 ま で に本学国際交流事業基金に 18人の方々 か ら 合計41万円 の 寄

附が あ り ま し た 。 こ こ に 御寄附 い た だ い た方々 を紹介 し ま す 。

国際交流事業基金への寄附者 （敬称略）

学 長 小 黒 千 足 理 学 部 池 本 弘 之

人 文 学 部 谷 井 俊 仁 工 学 部 前 田 寧
教 育 学 部 松 本 清 ，， 磯 部 正 治

経 済 学 部 星 野 富 一 ，， 岡 根 正 樹
II 新 里 泰 孝 ，， 笹 木 売
，， 酒 井 富 夫 ，， 須 加 実

理 学 部 石 川 義 和 ，， 飴 井 賢 治
，， 松 島 房 和 ，， 川 原 田 1字
II 小 松 美英子 ，， 神 原 貴 樹

（庶務部庶務課）
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編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
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印 制 所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社

富山市住吉町 1 丁目 5 - 18
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